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「くろしおくん」

平成１８年（２００６年）　５月２８日（日） こうち県議会だより

� 1� ＊この広報紙は、県の総合・合同庁舎、市町村役場でも
　お渡ししています。

　 2面  議長、副議長あいさつ
 県議会の構成

　 3面 常任委員会の委員長報告
 の要旨
 常任委員会の動き

4・5面 2 月定例会
 本会議の質問から
 お知らせ
 6 月定例会の開催日程（予定）ほか

6・7面 予算委員会の質問から

　 8面 2 月定例会審議の結果
 県議会議員の定数や選挙区
 が変わります
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●
県
政
運
営
に
つ
い
て　

〜
開
会
日
〜

　

提
案
説
明
の
冒
頭
橋
本
知
事
は
、
こ
れ
ま
で
の
三
位
一
体
の
改
革

は
、
本
県
の
よ
う
に
財
政
力
の
弱
い
自
治
体
へ
の
影
響
が
真
剣
に
検

討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
、
現
在
、
自
治
体
の
破
た
ん
に
関
す
る
法

制
や
道
州
制
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
半
年

は
、
今
後
の
国
と
地
方
の
あ
り
方
を
左
右
す
る
大
変
重
要
な
時
期
に

な
る
の
で
精
力
的
に
対
案
や
提
言
を
出
し
て
い
き
た
い
と
述
べ
ま
し

た
。一
方
、
地
方
の
側
の
さ
ら
な
る
自
己
改
革
の
必
要
性
を
指
摘
し
、

県
民
と
の
協
働
を
基
本
に
思
い
切
っ
た
改
革
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

強
調
し
ま
し
た
。
平
成
十
八
年
度
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
や
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
を
本
格
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
地
域
づ
く
り

の
形
、新
し
い
高
知
県
の
姿
を
一
つ
一
つ
目
に
見
え
る
も
の
に
し
て
い

く
と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
拡
大
、
人
口
減
少
対
策
な
ど
に
つ

い
て
意
見
や
方
針
を
述
べ
た
後
、
今
定
例
会
に
提
出
し
た

八
十
五
議
案
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
公
平
委
員
会
の
事
務
の
受
託
に
関
す
る
二
議

案
に
つ
い
て
、
他
の
議
案
と
分
離
の
う
え
、
採
決
し
、
可
決

し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、元
木
南
海
地
震
対
策
調
査
特
別
委
員
長
が
中

間
報
告
を
、さ
ら
に
奴
田
原
代
表
監
査
委
員
が
県
警
捜
査

費
に
関
す
る
特
別
監
査
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

●
産
業
振
興
や
県
警
捜
査
費
問
題
な
ど
に
つ
い
て
論
議

　

〜
本
会
議
質
問
〜

　

三
月
一
日
か
ら
三
月
六
日
に
は
十
二
議
員
が
産
業
振

興
、
県
警
捜
査
費
問
題
、
南
海
地
震
対
策
、
教
育
問
題
な

ど
に
つ
い
て
質
疑
・
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

●
十
三
議
員
が
一
問
一
答　

〜
予
算
委
員
会
〜

　

三
月
七
日
、
八
日
に
は
予
算
委
員
会
が
開
か
れ
、
十
三

議
員
が
一
問
一
答
形
式
で
質
疑
・
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

●
九
十
議
案
と
請
願
二
件
を
審
査　

〜
常
任
委
員
会
〜

　

八
十
三
議
案
及
び
請
願
二
件
を
所
管
の
常
任
委
員
会

に
付
託
し
、審
査
の
結
果
、八
十
九
議
案（
継
続
審
査
六
議

案
含
む
）を
可
決
、承
認
し
、継
続
審
査
一
議
案
は
撤
回
を

承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、請
願
一
件
を
採
択
、一
件
は
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

●
百
四
議
案
を
可
決　

〜
閉
会
日
〜

　

本
会
議
で
「
平
成
十
八
年
度
高
知
県
一
般
会
計
予
算
」
議
案
に
対

し
、
減
額
修
正
を
求
め
る
動
議
が
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
否
決
さ

れ
、
続
い
て
知
事
か
ら
提
出
さ
れ
た
九
十
四
議
案
（
追
加
提
出
五
議

案
含
む
）
を
可
決
（
う
ち
一
件
は
一
部
訂
正
承
認
の
う
え
可
決
）、
同

意
、
承
認
し
、
一
議
案
は
撤
回
を
承
認
し
ま
し
た
。議
員
か
ら
提
出
さ

れ
た
条
例
議
案
な
ど
十
三
議
案
の
う
ち
、「
捜
査
費
の
違
法
・
不
当
な

支
出
等
の
解
明
を
求
め
る
特
別
決
議
議
案
」
な
ど
十
議
案
を
可
決
、

三
議
案
を
否
決
し
ま
し
た
。請
願
二
件
に
つ
い
て
は
、
一
件
を
採
択
、

一
件
は
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、正
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、議
長
に
土
森
正
典
議
員
、副

議
長
に
朝
比
奈
利
広
議
員
を
選
出
し
、閉
会
し
ま
し
た
。
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（会期　２月２２日～３月１７日【２４日間】）

高知城一帯で開催されている「二十四万石博」
（平成 18年 4月 1日～平成 19 年 1月 8日）
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平成１８年（２００６年）　５月２８日（日）

注…表の中で使用した会派の略称は下記のとおりです。
　（自民） ………自由民主党（１６人）
　（県政） ………県政会（７人）
　（新２１） ………新２１県政会（５人）
　（公明） ………公明党（３人）
　（県ク） ………県民クラブ（４人）
　（共と緑） ……日本共産党と緑心会（６人）

（平成１８年４月１２日現在）

　

県
民
の
皆
様
に
は
、 日
頃
の
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、格
別

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

  
地
方
の
権
限
と
財
源
を
強
化
し
、
地
方
の
こ
と
は
地
方
で
決

定
で
き
る
真
の
分
権
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
国
の
進
め
て
い
る
三
位
一
体
の
改
革
は
、
単
な
る

国
か
ら
地
方
へ
の
負
担
の
付
け
替
え
な
ど
、
国
の
財
政
再
建
が

優
先
さ
れ
、
地
方
財
政
は
危
機
的
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
自
主
財
源
の
乏
し
い
本
県
で
は
、
財
政
再
建
団
体
へ
の

転
落
を
回
避
す
る
た
め
の
予
算
編
成
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
平
成

十
八
年
度
は
七
年
連
続
の
減
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
行
財
政
改
革
の
推
進
は
も
と
よ
り
、
少
子
高
齢
対
策

や
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
拡
大
、
高
速
道
路
な
ど
の
社
会
基
盤

の
整
備
、
さ
ら
に
は
、
県
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の
南

海
地
震
対
策
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
正
・
副
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
こ
と

に
、
改
め
て
そ
の
使
命
と
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

県
民
か
ら
負
託
を
受
け
ま
し
た
議
会
の
使
命
と
し
ま
し
て
、

行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
発
揮
し
、
予
算
の
適
正
か
つ
効
率
的

な
執
行
の
確
保
な
ど
に
努
め
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
政
策
提

言
を
行
い
、
県
民
福
祉
の
向
上
と
県
勢
発
展
の
た
め
、
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
県
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
指
導
、

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議長・副議長あいさつ

第９０代副議長

朝比奈　利広
第８５代議長

土森　正典

特別委員会
南海地震対策調査特別委員会

元木　益樹（自民）委　員　長

佐竹　紀夫（県政）副委員長

中西　　哲（自民）
溝渕　健夫（自民）
西森　潮三（自民）
森　　祥一（県政）  
岡崎　俊一（県政）
黒岩　直良（新 21）
西森　雅和（公明）
浜田　嘉彦（県ク）
谷本　敏明（共と緑）

委　　員

森　　雅宣（自民）委　員　長

中内　桂郎（県政）副委員長

三石　文隆（自民）
溝渕　健夫（自民）
元木　益樹（自民）
森　　祥一（県政）
黒岩　直良（新 21）
池脇　純一（公明）
田村　輝雄（県ク）
吉良　富彦（共と緑）
塚地　佐智（共と緑）

委　　員

企画建設委員会　産業経済委員会文化厚生委員会総 務 委 員 会

東川　正弘（自民）中西　　哲（自民）樋口　秀洋（自民）浜田　英宏（県政）委　員　長

坂本　茂雄（県ク）西森　雅和（公明）佐竹　紀夫（県政）森　　祥一（県政）副委員長

山本　広明（自民）
森　　雅宣（自民）
結城　健輔（自民）
岡崎　俊一（県政）
式地　寛肇（新 21）
黒岩　正好（公明）
牧　　義信（共と緑）
塚地　佐智（共と緑）

三石　文隆（自民）
森田　英二（自民）
土森　正典（自民）
朝比奈利広（県政）
中内　桂郎（県政）
植田壮一郎（新 21）
浜田　嘉彦（県ク）
吉良　富彦（共と緑）

西岡　仁司（自民）
溝渕　健夫（自民）
西森　潮三（自民）
上田　周五（県政）
高野光二郎（新 21）
黒岩　直良（新 21）
江渕　征香（県ク）
米田　　稔（共と緑）

武石　利彦（自民）
元木　益樹（自民）
依光　　夫（自民）
西岡寅八郎（自民）
二神　正三（新 21）
池脇　純一（公明）
田村　輝雄（県ク）
谷本　敏明（共と緑）
田頭文吾郎（共と緑）

委　　員

企画振興部
土木部
企業局
選挙管理委員会
収用委員会 

商工労働部
農林水産部
労働委員会
海区漁業調整委員会
内水面漁場管理委員会

健康福祉部
文化環境部
病院局

総務部
出納局
教育委員会
人事委員会
監査委員
公安委員会
他の常任委員会の所管
に属しないこと

所　　管
（担当）

高知県競馬組合
議　会　議　員

依光　　夫（自民）
佐竹　紀夫（県政）
植田壮一郎（新 21）
黒岩　正好（公明）
江渕　征香（県ク）
田頭文吾郎（共と緑）

高知県・高知市病院
企業団議会議員

樋口　秀洋（自民）
元木　益樹（自民）
西森　潮三（自民）
高野光二郎（新 21）
池脇　純一（公明）
坂本　茂雄（県ク）
牧　　義信（共と緑）

監　査　委　員

武石　利彦（自民）
黒岩　正好（公明）

議会運営委員会常 任 委 員 会

本　会　議　と　委　員　会
　全議員で構成する会議を本会議といい、本会議では議案の採決などの最終的な意思決定がなされます。
　しかし、数多くの議案の審議を本会議で一度に全て行うことは困難です。
　そこで、本会議の議決に先立ち、専門的かつ詳細に審査する委員会の場を設け、本会議から送付された議案や請願な
どを審査・調査します。
　委員会には常時設置している常任委員会、特定の事件について審査・調査するため必要があるときに設けられる特別
委員会、議会を円滑に運営するために設けられる議会運営委員会があり、委員会は、議会の閉会中でも必要に応じて会
議を開き、重要事項の審査や県の事業の調査を行っています。



こうち県議会だより

� 3�

平成１８年（２００６年）　５月２８日（日）

総 務 委 員 会
　付託を受けた議案は、全会一致または賛成多数をもって可決した。
　なお、「平成１８年度高知県一般会計予算」議案については、知事から議案の訂正願いが提出さ
れ全会一致をもって承認した。
■文書情報 ｼｽﾃﾑ 運用保守管理委託料と新文書情報 ｼｽﾃﾑ 開発委託料について
　委員から、現行システムの経費、運用状況、その総括について質疑があり、執行部から、現行システム
は、システム開発や機器購入、保守管理などで約８億円の経費を投じた。運用状況は、電子決裁が約
１割で、残りが電子・非電子決裁と非電子決裁が半 と々なっている。また、処理スピードが遅いことや完
全な電子化ができなかった点が課題であった。評価できる点は、過去の文書が検索できる点などで、こ
うした機能は新システムに引き継ぐとの答弁があった。
　委員から、約８億円もの巨費を投じたシステムが、あまり活用もされず、運用期間もわずか４年半で
あった。このことは、やみくもにシステム化を進めてきた結果であり、県は責任感が薄く、猛省すべきとの強
い指摘があった。
■高校再編推進費について
　委員から、統廃合の検討対象高校のこれまでの取り組みについて質疑があり、執行部から、近年、
対象高校へ各種振興策を展開し、地元中学校からの進学率向上やクラブ活動の活発化など、一定
の成果はあったとの答弁があった。
　委員から、生徒が減少するから統廃合するのでは、郡部の高校はやがてなくなる。郡部の高校でも確
かな学力をつける授業、特色ある学校づくりなど、子供たちが進学したいと思う学校づくりをする必要が
あるとの指摘があった。
■警察本部の「捜査費の執行に関する調査」について
　執行部から、捜査費の内部調査の対象や調査方法等について説明があった。その中で、監査で指摘
された違法、不当な支出などを調査し、不適切な事例があれば、返還も含め検討するとの説明があった。
　委員から、内部調査の期間について、捜査協力者への聞き取り調査の実施について、また、内部調
査でなく、支払証拠書類の全てのマスキングを外し、守秘義務のある監査委員に調査を委ねる考えは
ないか、などの質問があった。
　執行部から、内部調査の期間は、約７カ月が目安になる。また、捜査協力者への聞き取り調査は、相
手方の保護のため、実施は考えていない。
　さらに、監査委員に調査を委ねることは考えていない。監査委員の守秘義務を当然の前提としても、捜
査協力者の保護から、マスキングせざるを得ないとの答弁があった。併せて、公安委員長から、内部調査
の報告に納得できないことがあれば、警察法に基づく監察の指示を行うこともあるとの答弁があった。

　付託を受けた議案は、全会一致または賛成多数をもって可決した。
■支え合いの地域づくり推進事業費について
　委員から、地域支え合い推進チームと従来から地域づくりに貢献してきた民生委員・児
童委員や社会福祉協議会など、地域づくりの担い手との関係について質疑があり、執行
部から地域支え合い推進チームの目指すものは、介護予防や子育て支援といった様 な々
地域課題に取り組んでいるボランティア、ＮＰＯなどと連携するとともに、民生委員・児童
委員などとも協力し、新しい地域課題に取り組む組織づくり、ネットワークづくりであるとの答
弁があった。
■南海学園の民間移管について
　委員から、南海学園には重度の障害を持つ方が多い。民間移管したことにより処遇の低
下を招くことはないかとの質疑があり、執行部から移管先を決定するに当たり、適切な処遇
を行うことができる専門性について十分審査した。移管先の法人ならば、処遇の低下を招
くことはないと考えているとの答弁があった。
■アウトソーシング推進関連給食業務委託料等について
　委員から、療育福祉センター及び身体障害者リハビリセンターにかかるアウトソーシング推
進関連給食業務委託料並びに中央児童相談所及び希望が丘学園にかかるアウトソーシ
ング推進関連調理業務委託料について、委託料の積算根拠となる人員算定の基礎によ
ると劣悪な勤務ローテーションでないと対応できない内容であり、給食内容の低下を招きか
ねない。当該施設における給食の持つ有用性は療育、訓練、教育などの面からも重要であ
り給食内容の低下を招かない提供体制の確保が必要である。
　また、アウトソーシングのもう一つのメリットとされる雇用の創出については、雇用の縮小・
移動に過ぎない。以上のことから、当該施設のアウトソーシング関連予算を削除し、代替とし
て給食内容を低下させることなく提供できる体制をすべて非常勤職員で行うための予算
を追加する修正案が提出されたが、採決の結果、賛成少数で否決された。
■土佐寒蘭センターの廃止について
　執行部から、土佐寒蘭センターの機能を牧野植物園に移管し、土佐寒蘭センターを廃止
する旨の説明があった。
　委員から、建物は比較的新しく今後の活用策についての質疑があり、執行部から地元
の意見を最大限尊重したい。地元としては、地域振興に寄与する施設として活用したいと
の意向があり、県としても可能な限り協力していくとの答弁があった。

文 化 厚 生 委 員 会

産 業 経 済 委 員 会
　付託を受けた議案は、全会一致をもっていずれも可決した。
　また、継続審査に付していた「高知県立森林研修センター情報交流館の指定管理者の指定に関
する議案」については、撤回の申し出があり、全会一致をもって承認した。
　なお、「平成１８年度高知県一般会計予算」議案については、知事から議案の訂正願いが提出さ
れ全会一致をもって承認した。
■華フェスタ推進事業費について
　執行部から、観光振興と地域づくりの推進を目指した、全県的な観光イベント「華フェスタ」を、平成
２０年度に開催する。市町村や地域団体、企業との協働による計画づくりを行っていくとの説明があった。
　委員から、単年度のイベントに終わらせず、続けていく考えはないのかとの質疑があり、執行部から、平
成２０年度は花を中心に、食や祭りなどを組み合わせた催しを行っていきたい。その後、継続的な取り組
みにより、観光産業や地域の振興につなげていくとの答弁があった。
■海洋深層水体験施設整備事業費について
　執行部から、室戸市に、本年７月にオープンする海洋深層水を活用したタラソテラピー施設やホテル
が、シュウウエムラにより建設されている。予算が承認されれば、補助要綱を制定し、建設に要する経費
に対して３億円を補助するとの説明があった。
　委員から、宿泊費等もかなりの高額で交通の便も良くない中で、利用者が見込めるのか。補助率を
３０パーセントとした根拠は何か。進出協定を結んだ企業が運営する会社等を新たに設立するとのことだ
が、その実態把握が不十分である等の質疑があり、執行部から、部屋数を少なめに１７室としている上に、
タラソテラピーについては、日帰り客も対象にしており、施設運営は可能と考えている。海洋深層水産業
全体や観光面への波及効果、雇用効果も高く、費用対効果が見込まれることから、通常の企業誘致
を上回る３０パーセントの補助率にしたとの答弁があった。
　委員から、補助率の算定根拠や補助のあり方、また、施設運営見通しに疑義や不安があるとの指摘
や意見があった。
　こうした議論を経て執行部から、観光や産業に寄与する施設として企業誘致を図ってきたが、説明
不足により、十分な理解を得ることができなかったため、この補助金については、取り下げる旨の申し出
があり、提出された訂正願いを全会一致で承認した。
■県幹部職員が、指定管理者にしようとする団体の要職に就いていたため、継続審査としていた、
指定管理者の指定に関する議案について
　執行部から、県立森林研修センター研修館については、森林局長が副理事長を４月までに辞任す
ることにした。県立森林研修センター情報交流館については、指定することを予定していた法人が、県か
らの事業委託費の不適正な流用を行っていたことが明らかとなったため、指定することは不適切と判断
し、議案を撤回するとの説明があった。

企 画 建 設 委 員 会
　付託を受けた議案は、全会一致をもって可決または承認し、請願２件については、「津
野町矯正施設誘致に関する請願について」を全会一致で採択、１件を全会一致で不採
択とした。
■県立大学の改革について
　委員から、改革内容の決定はいつ行うのかという質疑があり、執行部から、既存学部に
ついては、大学側と基本的な方向性を確認することができたが、社会科学系学部につい
ては、まだ十分な議論ができていない。このため、県としてのプランを３月末に必ず出すと
は言いづらい状況にあるが、できるだけ早期に示したいとの答弁があった。
　また、別の委員から、県と大学側の意向がまだまだ調整できていない。情報は互いが十
分に共有し合って、腹蔵なく話し合うことが大事である。駅前複合施設への移転の話も出
ているが、大学改革の議論の方を先行させるべきであり、移転については、その後から議論
すべきである、などの意見が出された。
■駅前県有地の活用について
　委員から、２,０００席のホールとなると、駐車場の問題が出てくるが、何か考えはあるのかと
いう質疑があり、執行部から、駐車場は非常に大きな課題となってくる。高知市の条例によ
れば、１２０台前後の設置が義務づけられることになるが、近傍での用地の活用も考えてい
るとの答弁があった。
　また、別の委員から、複合施設と駅舎との調和がどうなるのかイメージがわかないが、そう
いうものがわかる青写真を示してもらわないと、判断することができないとの意見があり、執
行部から、現在、県が示しているものが最終決定ではないので、青写真を示す際には、駅
前のイメージがわくものを複数案、たたき台として示したいと考えている。また、その建設費や
建設手法についても、広く意見を聞きたいとの答弁があった。
■統計調査事務地方公共団体委託費の返還問題について
　執行部から、国からの受託事務はすべて履行しており、機構改革も兼務認定が必要な
い分室としての位置づけであったため、返還には応じられないとの説明があった。
　委員から、そもそも顧問弁護士の司法判断は仰いでいるのか。報告された内容から判断
すると、裁判には勝てないと思うが、もし負けたときの責任はどこが取るのか。分室という判
断は認識が甘く、国に兼務認定を申請していないことに本来的な誤りがある。いつまでも総
務省との対立関係を続けることは、県にとってもよいことではないので、トップ会談等によっ
て和解の道を探るべきではないかなど、意見が相次いだ。

常
任
委
員
会
の
動
き （
１
月
〜
４
月
）

３月９日・１０日・１３日～１６日　（２月定例会中）
　付託された２１件の議案を審査し、「平成１８年度高知県一般会
計予算」議案については訂正願いを承認後、訂正後の原案を可決、
その他１９件をいずれも原案どおり可決、１件の撤回を承認。
　意見書案２件を審査。

４月６日　組織委員会を開き、正副委員長を選出。
４月１２日～１４日　本庁各部局、各課室の業務概要を聴取。

産業経済委員会

３月９日・１０日・１３日～１６日　（２月定例会中）
　付託された２６件の議案を審査し、「平成１８年度高知県一般会
計予算」議案については訂正願いを承認後、訂正後の原案を可決、
その他２５件はいずれも原案どおり可決。
　意見書案６件、決議案４件を審査。
４月６日　組織委員会を開き、正副委員長を選出。
４月１２日～１４日　本庁各部局、各課室の業務概要を聴取。

総　務　委　員　会

１月３０日　横浜トンネル、覆工コンクリート変状の原因と今後の対応について
２月１３日　駅前複合施設への女子大移転について
２月２０日　閉会中の委員会の委員長報告の取りまとめについて
３月９日・１０日・１３日～１６日　（２月定例会中）
　　付託された１８件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決または承認。
　　請願２件、意見書案２件を審査。
４月６日　組織委員会を開き、正副委員長を選出。
４月１２日～１４日　本庁各部局、各課室の業務概要を聴取。

企画建設委員会

３月９日・１０日・１３日～１６日　（２月定例会中）
　付託された３４件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
　意見書案３件を審査。

４月６日　組織委員会を開き、正副委員長を選出。
４月１２日～１４日　本庁各部局、各課室の業務概要を聴取。

文化厚生委員会

（＊なお、４月 １８ 日から、各常任委員会はそれぞれの所管する県の出先機関について、順次、業務概要の調査を行っています。）
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三
月
一
日

　

山
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良

三
月
二
日

　

田
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純
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桂
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三
月
三
日
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雅
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外
部
委
託
が
人
員
削
減
よ
り
も

早
く
進
ん
だ
場
合
の
ダ
ブ
ル
コ
ス

ト（
二
重
経
費
）を
ど
の
よ
う
に
調

整
す
る
の
か
。

�
 
知
事　

新
し
い
行
政
ニ
ー
ズ
や

集
中
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
に

重
点
的
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
も

必
要
な
た
め
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
人
員
を

こ
う
し
た
仕
事
に
充
て
て
い
き
た
い
。

一
方
、
勧
奨
退
職
制
度
を
併
せ
て

進
め
る
こ
と
で
、
ダ
ブ
ル
コ
ス
ト
を

避
け
る
努
力
も
続
け
て
い
く
。ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
進
み
方
が
早
け

れ
ば
、
調
整
し
切
れ
な
い
事
態
も

想
定
さ
れ
る
が
、
中
期
的
に
見
れ

ば
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
進
め
る

方
が
、
よ
り
早
く
行
政
経
営
の
改

革
と
コ
ス
ト
の
縮
減
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。

�
 
食
料
品
の
県
内
生
産
を
増
や
し
、

ま
た
、
県
民
の
意
識
を
地
場
産
品

に
向
け
る
た
め
の
取
り
組
み
を
聞

く
。

�
 
知
事　

県
内
に
は
、
一
次
産
品

の
量
や
質
が
安
定
し
な
い
た
め
利

問答問答

山本　広明
（自由民主党）

外
部
委
託
に
伴
う
ダ
ブ
ル

コ
ス
ト
に
つ
い
て
聞
く

活
用
が
で
き
て
い
な
い
食
品
製
造

メ
ー
カ
ー
と
、
優
良
な
産
地
の
イ

メ
ー
ジ
の
確
立
や
販
路
の
拡
大
を

目
指
す
産
地
の
生
産
者
と
の
間
に

ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
る
の
で
、
両
者
を

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
新
し
い
加
工
食

品
の
開
発
を
支
援
す
る
こ
と
で
食

品
産
業
の
振
興
に
つ
な
げ
た
い
。
ま

た
、県
外
の
商
品
と
比
べ
て
差
別
化

で
き
る
よ
う
な
物
づ
く
り
を
促
す

取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

�
 
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
タ
ウ
ン
の
取

り
組
み
に
当
た
っ
て
、
県
と
市
町

村
の
役
割
、
連
携
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

�
 
政
策
推
進
担
当
理
事　

県
は
、

全
国
へ
の
情
報
発
信
と
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
的
な
体
制
づ
く
り
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
役
を
果
た
し
て
い
く
。市
町

村
に
は
、
受
け
入
れ
環
境
の
整
備

を
お
願
い
し
た
い
。こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
配
置
す
る
予
定
の
専

任
職
員
が
地
域
支
援
企
画
員
と
も

連
携
し
て
、
積
極
的
に
地
域
に
出

向
き
、市
町
村
と
連
携
、協
力
の
も

と
進
め
て
い
き
た
い
。
県
と
市
町
村

は
も
と
よ
り
、
関
係
す
る
民
間
事

業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
も
相
互
に

連
携
し
て
進
め
て
い
く
。

問答

�
 
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、
県

の
構
想
が
で
き
る
ま
で
に
県
は
市

町
村
と
水
面
下
の
話
し
合
い
を

し
っ
か
り
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

だ
。所
見
を
聞
く
。

�
 
知
事　

県
と
し
て
の
構
想
を

は
っ
き
り
示
し
た
上
、
そ
こ
に
至
っ

た
考
え
方
も
あ
わ
せ
て
広
く
県
民

に
説
明
す
る
こ
と
も
一
つ
の
大
き

な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
各
市
町
村
長
を
初

め
と
す
る
関
係
の
方
々
と
は
で
き

る
限
り
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

�
 
公
安
委
員
長
が
県
警
本
部
に
対

し
出
し
た
指
示
は
、
警
察
法
の
監

察
の
指
示
か
、
そ
う
で
な
い
と
す

れ
ば
、
な
ぜ
こ
の
指
示
権
を
行
使

し
な
い
の
か
。知
事
は
、
改
め
て
特

別
監
査
を
要
求
す
る
意
思
が
あ
る

か
。ま
た
、本
部
長
と
公
安
委
員
長

に
話
し
た
こ
と
は
、
地
方
自
治
法

の
相
互
調
整
機
能
に
基
づ
い
た
も

の
か
。

�
 
公
安
委
員
長　

指
示
は
監
察
の

指
示
で
は
な
い
。委
員
会
と
し
て
は
、

県
警
察
が
調
査
を
開
始
し
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
調
査
を
見
き
わ
め
て
い

き
た
い
。
調
査
に
よ
っ
て
自
浄
作
用

が
働
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
が
、

な
お
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
れ

ば
監
察
の
指
示
も
あ
り
う
る
。

�
 
知
事　

今
は
ま
ず
県
警
の
対
応

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。
地
方
自
治

法
の
相
互
調
整
機
能
を
意
識
し
て

要
請
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、

今
後
も
で
き
る
範
囲
で
そ
う
し
た

機
能
は
発
揮
し
て
い
き
た
い
。

�
 
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
よ
り

効
果
あ
る
取
り
組
み
の
た
め
の
見

直
し
、
個
に
応
じ
た
指
導
を
取
り

入
れ
た
授
業
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を

図
る
べ
き
だ
。

�
 
教
育
長　

学
習
活
動
の
意
図
や

ね
ら
い
を
明
確
に
し
、有
効
な
チ
ー

ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に

指
導
の
あ
り
方
の
見
直
し
を
促
し

て
い
き
た
い
。
こ
の
授
業
シ
ス
テ
ム

を
十
分
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、

担
当
教
員
の
授
業
改
善
の
た
め
の

学
習
を
支
援
、指
導
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問答問答答問答

�
 
わ
か
り
や
す
く
県
の
未
来
像
を

語
れ
る
か
ど
う
か
は
、
大
変
重
要
で

あ
る
。県
の
未
来
像
の
所
見
を
聞
く
。

�
 
知
事　

行
財
政
運
営
の
面
で
は
、

行
政
で
な
け
れ
ば
責
任
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
な
い
分
野
に
重
点
を
置
い

た
、ス
リ
ム
で
持
続
可
能
な
行
財
政
の

体
制
を
、
産
業
経
済
の
面
で
は
、
競

争
力
の
あ
る
企
業
を
育
て
、
頑
張
る

企
業
を
徹
底
し
て
応
援
し
て
い
く
こ

と
な
ど
を
通
じ
て
、
外
貨
を
稼
げ
る

自
立
型
の
産
業
構
造
の
確
立
を
、
県

民
生
活
の
面
で
は
、み
ず
か
ら
ま
ち
づ

く
り
に
積
極
的
に
参
画
す
る
よ
う
な

住
民
力
が
発
揮
さ
れ
た
支
え
合
い
の

社
会
づ
く
り
を
思
い
描
い
て
い
る
。

�
 
国
は
特
殊
教
育
か
ら
特
別
支
援

教
育
へ
転
換
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
、

対
象
児
童
・
生
徒
数
が
約
五
倍
に

な
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
対
応
策

を
聞
く
。

�
 
教
育
長　

県
内
全
て
の
公
立
小
・

中
学
校
に
特
別
支
援
教
育
学
校
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
な
ど
、
校

内
の
支
援
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。ま
た
、
特
別
支
援
連
携
協
議
会

の
設
置
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

や
Ｌ
Ｄ
等
の
児
童
・
生
徒
に
対
す
る

指
導
方
法
に
関
す
る
助
言
を
行
う

巡
回
相
談
の
実
施
な
ど
、
障
害
の
あ

る
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
専
門
的
な

対
応
の
で
き
る
総
合
的
な
支
援
体
制

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

�
 
就
業
機
会
の
創
出
、
定
住
政
策
、

保
育
、教
育
へ
の
経
済
的
支
援
な
ど
、

人
口
増
加
の
具
体
的
政
策
が
重
要

で
、
全
庁
を
挙
げ
た
対
応
が
今
こ
そ

必
要
だ
。

�
 
知
事　

産
業
を
育
成
し
、働
く
場

を
つ
く
る
こ
と
、
経
済
的
な
支
援
や

保
育
対
策
な
ど
に
よ
っ
て
子
育
て
を

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
も
必

要
だ
。ま
た
、
生
涯
現
役
で
暮
ら
せ
る

県
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
要

素
に
な
る
。こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
か
か
わ
り
が
必
要
だ
。
こ
う
し
た
認

識
の
も
と
、
来
年
度
か
ら
全
庁
的
な

視
点
で
少
子
化
対
策
を
推
進
す
る

組
織
を
設
置
し
て
、
こ
の
課
題
に
対

す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

問答問答問答

池脇　純一
（公明党）

�
 
障
害
者
自
立
支
援
法
の
実
施
後

も
、
県
の
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の
水
準

は
維
持
で
き
る
の
か
総
体
的
な
見
解

を
聞
く
。

�
 
健
康
福
祉
部
長　

同
法
は
、
障
害

の
あ
る
方
の
自
立
と
地
域
生
活
を
安

定
的
に
支
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

必
要
な
制
度
改
正
と
受
け
と
め
て
い
る
。

県
内
全
体
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
、本
県
の
サ
ー
ビ
ス
水
準

が
向
上
し
て
い
く
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
。障
害
の
あ
る
方
か
ら
は
、
利
用
者

負
担
の
増
加
や
施
設
体
系
の
見
直
し

に
対
し
て
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
の
で
、
制
度
の
周
知
に
努
め
て
い
る
。

今
後
も
、
利
用
者
を
初
め
関
係
者
の

声
も
聞
き
な
が
ら
、対
応
し
て
い
き
た
い
。

�
 
医
師
の
確
保
は
、
関
係
す
る
大
学
、

特
に
地
元
の
高
知
大
学
と
連
携
を

と
っ
て
対
策
を
進
め
る
べ
き
時
期
と
考

え
る
が
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

�
 
健
康
福
祉
部
長　

大
学
卒
業
後

の
初
期
の
臨
床
研
修
を
県
内
で
受
け

る
医
師
を
ふ
や
す
取
り
組
み
や
公
的

病
院
を
中
心
に
診
療
機
能
を
集
約

化
・
重
点
化
し
て
地
域
の
医
療
機
関

と
連
携
す
る
こ
と
で
、
医
師
の
確
保
も

し
や
す
く
な
る
。こ
の
た
め
、
来
年
度
に

設
置
予
定
の
地
域
医
療
対
策
協
議

会
で
高
知
大
学
や
高
知
医
療
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
も
連
携
し
、
医
師
の
確
保

の
た
め
の
対
策
や
地
域
に
お
け
る
医
療

機
関
の
連
携
の
あ
り
方
を
具
体
的
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

�
 
仁
淀
川
中
流
域
の
中
仁
淀
橋
か

ら
左
岸
側
下
流
に
堤
防
を
整
備
し
て

流
水
の
浸
入
を
防
ぐ
こ
と
と
、
今
成

地
区
下
流
の
農
地
に
接
す
る
護
岸
を

整
備
す
る
こ
と
が
急
務
だ
。

�
 
土
木
部
長　

こ
の
地
区
で
の
抜
本

的
な
河
川
改
修
の
方
法
と
し
て
は
、
護

岸
の
か
さ
上
げ
や
築
堤
が
考
え
ら
れ

る
が
、莫
大
な
事
業
費
が
必
要
な
の
で
、

直
ち
の
実
施
は
困
難
だ
。
し
か
し
、
下

流
の
護
岸
で
は
、
石
積
み
の
一
部
に
変

形
や
流
出
が
見
ら
れ
る
の
で
、
今
後
状

況
を
見
守
り
な
が
ら
対
応
を
考
え
て

い
き
た
い
。

問答問答問答

�
 
高
知
工
科
大
学
を
中
心
に
行
っ

て
き
た
「
林
産
品
活
性
化
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
提

案
の
中
山
間
地
域
の
雇
用
拡
大
と

産
業
創
出
を
県
政
の
重
点
施
策
と

し
て
進
め
る
べ
き
だ
。

�
 
森
林
局
長　

こ
の
プ
ロ
ジェク
ト
は
、

林
業
・
木
材
産
業
に
お
け
る
生
産
・

加
工
段
階
で
の
歩
ど
ま
り
の
悪
さ
や

流
通
コ
ス
ト
の
大
き
さ
と
い
っ
た
課
題

を
抜
本
的
に
解
決
す
る
た
め
、
産
・

学
・
官
が
連
携
し
て
理
想
的
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
す
も
の
だ
。

川
上
・
川
下
の
一
貫
化
を
進
め
、低
い

材
価
の
も
と
で
も
持
続
的
な
木
材
生

産
が
で
き
る
効
率
的
な
生
産
体
制
の

構
築
な
ど
を
重
点
施
策
と
し
て
取
り

組
み
、
豊
富
な
森
林
資
源
を
中
山
間

の
雇
用
の
拡
大
と
産
業
振
興
に
つ
な

げ
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

�
 
牧
野
植
物
園
で
研
究
開
発
さ
れ

た
有
用
植
物
な
ど
の
資
産
価
値
と

今
後
の
研
究
開
発
体
制
の
充
実
強

化
に
つ
い
て
聞
く
。

�
 
文
化
環
境
部
長　

植
物
園
に
は
、

日
本
の
他
の
植
物
園
に
は
な
い
貴

重
な
植
物
の
標
本
が
あ
る
。研
究
体

制
に
つ
い
て
は
、
十
九
年
度
ま
で
は
、

現
在
の
体
制
で
対
応
し
、
二
十
年

度
以
降
の
計
画
を
策
定
す
る
と
き

に
は
、研
究
の
内
容
等
も
踏
ま
え
て
、

改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

�
 
子
育
て
支
援
を
県
民
と
協
働
で

推
進
す
る
少
子
化
に
向
け
て
の
県

民
運
動
へ
の
取
り
組
み
が
必
要
だ
。

ま
た
、
来
年
度
設
置
す
る
少
子
化

対
策
チ
ー
ム
の
取
り
組
み
の
基
本

的
な
方
向
を
聞
く
。

�
 
知
事　

お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
の
少
子
化
対
策
は
、
県
や

市
町
村
の
ほ
か
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
が
互
い
に
連
携
・
協
働
す
る

こ
と
で
県
民
運
動
と
し
て
広
が
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
る
。

来
年
度
に
設
け
る
少
子
化
対
策

チ
ー
ム
で
は
、
こ
う
し
た
住
民
力
を

生
か
し
た
少
子
化
へ
の
取
り
組
み
が

効
果
を
上
げ
る
よ
う
先
行
県
の
取

り
組
み
も
参
考
に
し
な
が
ら
、幅
広

い
県
民
と
の
連
携
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問答問答問答

�
 
監
査
が
指
摘
し
た
違
法
、
不
当

な
捜
査
費
は
、
返
還
す
べ
き
だ
。調

査
も
徹
底
し
て
行
い
、
不
適
正
な

も
の
は
返
還
す
る
厳
し
い
態
度
が

な
い
と
、
県
民
の
信
頼
は
得
ら
れ

な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

�
 
警
察
本
部
長　

違
法
、
不
当
と

指
摘
さ
れ
た
も
の
は
、
報
告
書
の

記
載
だ
け
で
は
特
定
も
さ
れ
て
お

ら
ず
、
返
還
す
べ
き
か
否
か
判
断

で
き
な
い
。
厳
正
な
調
査
を
行
い
、

不
適
正
な
も
の
で
あ
れ
ば
返
還
も

含
め
て
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。

�
 
知
事
等
が
役
員
に
就
任
し
て
い

る
団
体
の
指
定
管
理
者
の
公
募
対

象
か
ら
の
除
外
の
再
検
討
と
、
知

事
や
議
員
本
人
又
は
親
族
の
経
営

会
社
は
指
定
管
理
者
に
な
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
す
る
条
例
改
正
を

行
い
、
実
効
あ
る
運
用
を
求
め
る
。

�
 
総
務
部
長　

公
平
公
正
の
確
保

の
観
点
か
ら
、
県
議
会
議
員
や
知

事
等
三
役
な
ど
が
役
員
を
務
め
る

団
体
及
び
民
間
企
業
等
に
つ
い
て
、

公
募
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
と

し
た
も
の
で
、
今
後
策
定
す
る
指

定
管
理
者
の
運
用
指
針
に
明
記
を

す
る
予
定
だ
。
こ
の
指
針
を
確
実

に
適
応
す
る
こ
と
で
実
効
あ
る
運

用
を
確
保
で
き
る
も
の
と
考
え
て

お
り
、
現
時
点
で
条
例
改
正
ま
で

は
考
え
て
い
な
い
。

�
 
教
職
員
の
人
事
評
価
に
つ
い
て

は
、セ
ア
ー
ト
勧
告
に
準
じ
、評
価

結
果
の
本
人
へ
の
開
示
と
第
三
者

に
よ
る
苦
情
処
理
機
関
の
設
置
を

す
べ
き
だ
。

�
 
教
育
長　

人
事
評
価
制
度
と
昇

給
制
度
そ
れ
ぞ
れ
に
検
討
す
べ
き

だ
。
人
事
評
価
書
の
開
示
に
つ
い
て

は
、
検
討
委
員
会
か
ら
開
示
す
べ

き
と
の
意
見
を
も
ら
っ
て
お
り
、
具

体
的
な
方
法
や
時
期
は
十
八
年
度

中
に
検
討
す
る
。苦
情
へ
の
対
応
は
、

市
町
村
と
県
の
教
育
委
員
会
に
苦

情
相
談
員
を
配
置
し
、対
応
し
て
い

き
た
い
。
昇
給
制
度
に
つ
い
て
も
、

開
示
、苦
情
対
応
は
、苦
情
対
応
機

関
の
設
置
も
含
め
、
教
職
員
に
理

解
さ
れ
る
制
度
づ
く
り
に
努
力
す

る
。今
後
も
セ
ア
ー
ト
勧
告
の
趣
旨

を
尊
重
し
な
が
ら
、
両
制
度
の
適

切
な
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
。

問答問答問答

吉良　富彦
（日本共産党と緑心会）

田村　輝雄
（県民クラブ）

違
法
、不
当
な
捜
査
費
は

返
還
せ
よ

自
己
負
担
料
軽
減
と
県
の
障
害
者

サ
ー
ビ
ス
の
水
準
の
維
持
を
図
れ

三
月
二
日 

市
町
村
合
併
の
構
想
づ
く
り
と
並

行
し
市
町
村
長
と
の
意
思
疎
通
を

中内　桂郎
（県政会）

県
の
未
来
像
を
聞
く

黒岩　直良
（新２１県政会）

中
山
間
地
域
の
雇
用
拡
大
と
産

業
創
出
を
県
政
の
重
点
施
策
に
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�
 
南
海
地
震
の
津
波
に
よ
る
浸
水
が

予
想
さ
れ
る
地
域
の
障
害
者
、
高
齢

者
で
自
力
で
逃
げ
ら
れ
な
い
方
の
数

と
支
援
措
置
を
聞
く
。

�
 
健
康
福
祉
部
長　

み
ず
か
ら
の
力

で
避
難
で
き
な
い
人
数
は
、
約
二
万
人

と
推
計
さ
れ
る
。
災
害
時
に
何
ら
か
の

支
援
が
必
要
な
方
を
地
域
で
支
え
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
昨
年
度
か
ら
検
討

を
進
め
て
い
る
。
十
八
年
度
に
は
、
町

内
会
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
で
災
害

時
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
行

わ
れ
る
よ
う
手
引
を
作
成
し
、
支
援

が
必
要
な
方
々
の
被
害
を
減
ら
す
取

り
組
み
を
進
め
る
。

�
 
県
の
水
産
業
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
マ

グ
ロ
漁
船
の
後
継
者
育
成
は
重
要
だ
。

資
格
取
得
な
ど
支
援
の
方
策
を
問
う
。

�
 
海
洋
局
長　

マ
グ
ロ
漁
船
に
は
海
技

士
の
乗
船
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

本
県
で
は
、船
舶
職
員
の
養
成
講
習
会

を
開
催
し
、海
技
士
の
資
格
取
得
を
促

進
し
て
き
た
。し
か
し
、
近
年
マ
グ
ロ
漁
業

を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
中
で
、こ
こ

二
年
間
は
受
講
希
望
者
が
少
な
かっ
た

こ
と
か
ら
開
催
は
見
送
っ
た
。
資
格
を

持
っ
た
後
継
者
の
育
成
は
重
要
な
の
で
、

今
後
は
受
講
希
望
者
の
状
況
を
見
き

わ
め
な
が
ら
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

�
 
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
整
備
拡
充
は
重

要
だ
。
太
陽
光
発
電
で
は
エ
ム
・
セ

テ
ッ
ク
社
の
シ
ス
テ
ム
が
間
も
な
く

稼
働
し
、
さ
ら
に
太
陽
光
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
に
よ
る
浦
ノ
内
湾
内
の

海
水
浄
化
計
画
も
策
定
さ
れ
て
い
る
。

工
場
進
出
の
条
件
整
備
な
ど
へ
の
支

援
が
必
要
だ
。所
見
を
聞
く
。

�
 
商
工
労
働
部
長　

同
社
は
平
成

十
六
年
に
須
崎
市
に
進
出
し
て
以
来
、

事
業
規
模
を
拡
大
し
、ま
た
、昨
年
取

得
し
た
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
土
佐
横
浪
跡
地

を
活
用
し
、
多
結
晶
シ
リ
コ
ン
の
製
造

工
場
の
建
設
を
初
め
と
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
構
想
を
持
っ
て
い
る
。
実
現
す
れ

ば
、
県
経
済
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
は

多
大
で
、具
体
的
か
つ
実
現
可
能
な
計

画
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
須
崎
市
と
も

連
携
し
、実
現
に
向
け
て
最
大
限
の
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問答問答問答

朝比奈利広
（新政会）

地
震
津
波
の
被
災
者
へ
の
支
援
策
は

三
月
三
日 

�
 
集
配
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編
に
つ
い

て
郵
政
公
社
か
ら
説
明
を
受
け
て
い
る

か
、
ま
た
集
配
局
の
廃
止
に
は
、
断
固

反
対
す
べ
き
だ
。知
事
の
姿
勢
を
問
う
。

�
 
知
事　

詳
細
を
承
知
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
が
、現
在
の
サ
ー
ビ
ス
水
準

が
低
下
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
要
請

を
し
て
い
き
た
い
。
郵
政
公
社
の
生
田

総
裁
と
会
っ
た
際
に
、
各
地
の
郵
便
局

を
地
域
に
密
着
し
た
各
種
サ
ー
ビ
ス
の

拠
点
と
す
る
こ
と
や
、
郵
便
局
の
広
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
話
し
た
。今
後
、
関
係
の
機
関

と
も
連
携
を
し
な
が
ら
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
活
用
方
法
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

�
 
医
療
型
療
養
病
床
の
大
幅
削
減
、
介

護
型
療
養
病
床
の
廃
止
の
県
民
へ
の
影

響
と
県
と
し
て
の
対
応
方
針
を
聞
く
。

ま
た
、政
府
の
方
針
を
ど
う
考
え
る
か
。

�
 
健
康
福
祉
部
長　

社
会
的
入
院

や
増
加
す
る
医
療
費
の
問
題
は
、
国
、

県
、
市
町
村
と
も
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
だ
。
県
は
、
今
回

の
医
療
制
度
の
改
革
に
対
応
す
る
た

め
、
専
任
の
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
医
療

制
度
改
革
全
般
に
わ
た
っ
て
取
り
組

む
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
国
の
動
き
も
見

な
が
ら
、
療
養
病
床
の
見
直
し
に
よ
っ

て
入
院
し
て
い
る
方
の
行
き
場
が
な
い

と
いっ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
適
切

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

�
 
今
回
確
認
さ
れ
た
堀
は
、
直
ち
に
国

の
史
跡
指
定
範
囲
を
拡
張
し
て
保
存
、

整
備
す
べ
き
だ
。
高
知
市
と
協
議
を
し

て
県
の
継
ぎ
足
し
を
考
え
る
な
ど
、
一

体
と
な
っ
て
用
地
を
確
保
す
べ
き
だ
。

�
 
教
育
長　

遺
跡
の
保
護
、
復
元
の

方
法
は
、
工
事
の
設
計
変
更
に
よ
り

遺
構
を
保
存
す
る
方
法
、
史
跡
範
囲

を
拡
大
し
、
国
庫
補
助
制
度
を
利
用

し
て
土
地
を
買
い
上
げ
、
保
存
、
活
用

す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。い
ず
れ
も

土
地
所
有
者
の
同
意
が
前
提
で
、こ
の

埋
蔵
文
化
財
を
保
護
す
る
た
め
に
具

体
的
に
ど
ん
な
方
策
が
考
え
ら
れ
、
か

つ
適
当
か
に
つ
い
て
、文
化
庁
の
指
導
も

受
け
、
高
知
市
と
協
議
し
な
が
ら
積

極
的
に
検
討
し
た
い
。

問答問答問答

牧　　　義信
（日本共産党と緑心会）

集
配
局
の
廃
止
に
は
断
固
反
対
す
べ
き
だ

三
月
六
日 

�
 
漁
村
集
落
は
社
会
資
本
整
備
が

立
ち
遅
れ
、
自
然
災
害
に
対
し
極
め

て
脆
弱
だ
。
漁
業
地
域
に
お
け
る
対

策
の
現
在
の
取
り
組
み
と
今
後
の

計
画
は
。

�
 
海
洋
局
長　

漁
村
に
お
け
る
津

波
対
策
基
本
方
針
を
策
定
し
、対
策

を
進
め
て
い
る
。具
体
的
に
は
、
津
波

到
達
ま
で
に
安
全
な
場
所
に
避
難
で

き
る
よ
う
、
避
難
路
を
初
め
避
難
場

所
や
誘
導
灯
な
ど
の
整
備
を
行
う
も

の
だ
。
事
業
主
体
の
各
市
町
村
が
平

成
二
十
年
度
末
ま
で
に
津
波
避
難

計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
、
こ
れ
ら

の
計
画
に
基
づ
き
地
元
調
整
が
整
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
く
。

�
 
県
内
の
ど
こ
の
商
店
街
も
ま
さ
に

空
洞
化
、シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
と
化
し
て

い
る
。零
細
企
業
に
対
し
て
、独
自
の

金
融
支
援
策
な
ど
は
考
え
ら
れ
な
い

も
の
か
。

�
 
商
工
労
働
部
長　

県
は
、
信
用
保

証
制
度
を
活
用
し
た
各
種
の
融
資
制

度
を
設
け
、
中
小
企
業
者
への
金
融
面

で
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も

資
金
ぐ
り
の
緩
和
を
目
的
に
借
り
か

え
融
資
を
実
施
す
る
な
ど
、
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。今
後
も

事
業
主
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
関
係
機

関
と
も
協
力
し
、
資
金
が
よ
り
確
実
に

調
達
で
き
る
仕
組
み
も
検
討
し
て
い
く
。

�
 
土
佐
の
教
育
改
革
の
独
自
性
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
、
ま
た
子
供
た
ち

を
ど
う
導
き
、
本
県
の
教
育
を
今
後

ど
う
い
う
ふ
う
に
導
こ
う
と
し
て
い

る
の
か
。

�
 
教
育
長　

子
供
た
ち
の
幸
せ
の
た

め
と
の
目
的
の
下
に
県
民
的
な
議
論

か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
、
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
推
進
委
員
会
を
組
織
し
た
こ

と
、
授
業
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た

こ
と
に
独
自
性
が
あ
る
。
自
分
ら
し
い

幸
せ
を
見
つ
け
、
た
く
ま
し
く
生
き
抜

い
て
い
く
力
を
持
っ
た
子
供
た
ち
を
育

て
る
た
め
、
子
供
た
ち
が
主
人
公
と
の

改
革
の
理
念
と
、
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
や
授
業
評
価
シ
ス
テ
ム
と
いっ
た

改
革
の
手
法
を
よ
り
鮮
明
に
打
ち
出

し
、学
校
・
家
庭
・
地
域
が
協
力
し
、

課
題
解
決
を
目
指
す
こ
と
の
で
き
る

教
育
的
な
風
土
づ
く
り
を
進
め
る
。

問答問答問答

森　　　祥一
（市民の声・仁清会）

漁
村
の
南
海
地
震
津
波
対

策
を
聞
く

�
 
個
人
情
報
の
保
護
を
社
会
全
体

が
叫
ぶ
よ
う
に
な
り
、
人
を
守
る
た

め
の
個
人
情
報
保
護
法
が
人
の
温

も
り
の
壁
と
な
っ
た
。こ
の
法
の
功
罪

を
ど
う
判
断
す
る
の
か
。ま
た
、
こ
の

法
を
ど
う
活
用
し
、
ど
う
周
知
し
て

い
く
の
か
。

�
 
知
事　

法
の
施
行
に
よ
り
、
個
人

情
報
の
大
切
さ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た

こ
と
な
ど
は
評
価
で
き
る
。一
方
、
法

律
の
誤
解
に
基
づ
く
個
人
情
報
の
保

護
に
対
す
る
過
剰
反
応
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
法
の
具
体
的
な
運
用
に

当
たっ
て
は
、
個
人
情
報
の
利
用
と
保

護
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
扱
っ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
し
、
そ
う
し
た
啓

発
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

�
 
身
の
回
り
を
整
え
る
こ
と
は
、
人

の
心
、ひ
い
て
は
観
光
の
振
興
、教
育

に
ま
で
い
い
影
響
を
与
え
、
心
豊
か

な
県
民
生
活
に
つ
な
が
る
と
の
信
念

を
持
っ
て
い
る
。そ
こ
で
、県
民
へ
の
美

観
保
持
の
義
務
づ
け
、
県
下
一
斉
清

掃
の
日
な
ど
を
定
め
た
美
観
条
例

を
制
定
す
べ
き
だ
。

�
 
文
化
環
境
部
長　

美
観
や
景
観

を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
県
民
の
感

性
や
モ
ラ
ル
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
だ
。

来
年
度
は
、
県
民
運
動
と
し
て
高
め

る
方
策
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

そ
の
際
の
議
論
や
県
民
の
ご
意
見
な

ど
も
参
考
に
し
て
、美
化
を
進
め
る
た

め
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
有
効
な
制

度
や
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

�
 
長
い
歴
史
の
中
で
伝
承
さ
れ
て
き

た
漢
字
文
化
は
、
人
間
性
の
涵
養
に

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

平
仮
名
文
字
や
片
仮
名
文
字
の
は

ん
ら
ん
と
い
う
現
代
の
文
化
意
識
の

傾
向
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

�
 
教
育
長　

最
近
の
仮
名
文
字
の

幅
広
い
使
用
は
、
表
現
を
柔
ら
か
く

し
た
り
、
印
象
度
を
高
め
る
効
果
を

狙
っ
た
も
の
だ
と
推
測
す
る
。
こ
う
し

た
表
音
文
字
が
乱
用
さ
れ
る
と
、
言

葉
の
本
来
の
意
味
を
正
し
く
伝
え
て

い
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、日
本

語
の
乱
れ
や
意
思
疎
通
の
面
で
も
支

障
を
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危

惧
を
感
じ
て
い
る
。

問答問答問答

森田　英二
（自由民主党）

個
人
情
報
保
護
法
の
功

罪
を
聞
く

�
 
市
町
村
合
併
、
県
警
捜
査
費
問

題
、
エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設

計
画
の
経
過
を
ど
う
総
括
し
て
い

る
か
。

�
 
知
事　

市
町
村
合
併
や
エコ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
事
案
は
、地
域
が
、み

ず
か
ら
判
断
す
る
こ
と
が
住
民
自
治

の
本
来
の
姿
で
、そ
の
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が

地
域
の
将
来
に
と
っ
て
も
大
切
だ
。

県
警
の
捜
査
費
に
つ
い
て
も
県
警
み

ず
か
ら
が
調
査
を
し
て
説
明
責
任

を
果
た
さ
な
い
限
り
組
織
の
再
出
発

に
は
つ
な
が
ら
な
い
。結
果
責
任
を
逃

れ
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
プ
ロ
セ
ス
を

大
切
に
す
る
点
に
仕
事
の
進
め
方
の

基
本
が
あ
る
。
今
後
と
も
県
民
の
思

い
に
基
本
を
置
い
て
、
そ
の
時
々
で
の

適
切
な
判
断
に
努
め
て
い
き
た
い
。

�
 
高
知
を
題
材
に
し
た
映
画
の
構

想
が
あ
る
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

聞
く
。

�
 
商
工
労
働
部
長　

本
県
を
全
国

に
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と
は
、
観

光
面
か
ら
知
名
度
の
向
上
に
大
い
に

役
立
つ
。ま
た
、
撮
影
に
伴
い
ス
タッフ

が
本
県
に
滞
在
す
る
こ
と
で
さ
ま
ざ

ま
な
消
費
が
生
ま
れ
、経
済
効
果
も

期
待
で
き
る
。
質
問
の
岡
田
監
督
の

新
企
画
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
な
段

階
に
な
れ
ば
高
知
市
と
連
携
し
な
が

ら
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
中
心
に
積

極
的
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

�
 
山
内
家
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
資

料
や
文
化
財
を
観
光
客
や
県
民
の

鑑
賞
に
供
し
、
土
佐
観
光
の
ブ
ー

ム
興
し
を
図
る
べ
き
だ
。
ど
う
利
活

用
す
る
計
画
か
。

�
 
文
化
環
境
部
長　

大
河
ド
ラ
マ
の

放
映
に
合
わ
せ
全
国
三
カ
所
で
開
催

さ
れ
る
特
別
展
で
展
示
を
行
い
、
一

月
か
ら
は
文
学
館
で
一
年
を
通
し
企

画
展
を
開
催
し
、
山
内
資
料
館
で
も

展
示
や
歴
史
講
座
に
取
り
組
ん
で
い

る
。盛
り
上
が
り
を
広
げ
る
た
め
、
県

内
各
地
で
一
豊
や
土
佐
藩
の
歴
史

な
ど
の
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
に
加
え
、
山
内
家

資
料
の
調
査
研
究
に
引
き
続
き
取

り
組
み
、
成
果
を
全
国
に
情
報
発
信

す
る
と
と
も
に
、
学
校
な
ど
と
も
連

携
し
教
育
面
で
活
用
し
て
い
き
た
い
。

問答問答問答

東川　正弘
（自由民主党）

知
事
の
政
治
姿
勢
と
結
果

責
任
に
つ
い
て
所
見
を
聞
く

�
 
幼
児
教
育
を
実
施
し
て
い
る
幼

稚
園
が
高
知
市
や
周
辺
部
に
集
中

し
て
い
る
中
で
、幼
・
保
一
元
化
を
い

つ
か
ら
ど
の
よ
う
に
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

�
 
教
育
長　

国
は
、
保
育
に
欠
け
る

子
供
も
欠
け
な
い
子
供
も
受
け
入
れ

て
保
育
・
教
育
を
行
う
機
能
、地
域
に

お
け
る
子
育
て
支
援
を
行
う
機
能
を

加
え
た
認
定
こ
ど
も
園
の
制
度
化
を

本
年
十
月
の
実
施
に
向
け
て
進
め
て
い

る
。保
育
所
や
幼
稚
園
の
設
置
は
、
市

町
村
や
民
間
の
経
営
体
で
主
体
的
に

判
断
を
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
県
と
し
て

は
、
認
定
こ
ど
も
園
の
動
向
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
地
域
の
実
態
に
即
し
た

就
学
前
の
保
育
・
教
育
の
充
実
に
向
け

て
情
報
の
提
供
や
助
言
に
努
め
て
い
く
。

�
 
農
薬
の
飛
散
に
よ
る
ド
リ
フ
ト

問
題
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。ま
た
、

被
害
を
受
け
た
農
家
な
ど
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
支
援
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

�
 
農
林
水
産
部
長　

ド
リ
フ
ト
の
少

な
い
薬
剤
の
選
択
、ド
リ
フ
ト
低
減
型

ノ
ズ
ル
の
使
用
な
ど
具
体
的
な
対
策

の
指
導
の
徹
底
が
重
要
だ
。ド
リ
フ
ト

対
策
協
議
会
を
中
心
に
、
地
域
の
営

農
形
態
や
作
付
の
実
態
な
ど
を
十

分
考
慮
し
て
、
ド
リ
フ
ト
に
よ
る
残
留

事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
被
害
を
受
け
た
農
業
者

に
対
し
て
は
、
農
業
団
体
と
の
役
割

分
担
の
中
で
、
出
荷
再
開
に
向
け
、

安
全
性
を
確
認
す
る
た
め
の
残
留
検

査
への
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

�
 
農
業
の
担
い
手
育
成
の
た
め
の

経
営
安
定
対
策
に
つ
い
て
、
弾
力
的

運
用
を
国
に
提
案
し
た
県
も
あ
り
、

本
県
も
基
準
緩
和
を
国
と
交
渉
す

べ
き
だ
。

�
 
農
林
水
産
部
長　

新
た
な
経
営

安
定
対
策
の
対
象
と
な
る
経
営
規

模
な
ど
対
象
要
件
の
基
準
緩
和
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
国
に
対
し
て
強
く

要
望
し
て
き
た
。
支
援
水
準
な
ど
具

体
的
な
姿
は
、
十
九
年
度
実
施
に
向

け
て
こ
れ
か
ら
国
が
決
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
必
要
に
応

じ
て
国
に
対
し
て
提
案
や
要
望
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

問答問答問答

森　　　雅宣
（自由民主党）

幼
・
保
一
元
化
の
進
め
方

を
問
う

お
知
ら
せ 

　６月２３日（金）開　会
　　２８日（水）質疑並びに一般質問
　　２９日（木）　 〃
　　３０日（金）　 〃
　７月　３日（月）常任委員会
　　　４日（火）　 〃
　　　５日（水）　 〃
　　　６日（木）閉　会
＊予定ですので、変更になる場合があります。
　傍聴の際には、議会事務局議事課
　 （TEL ０８８-８２３-９５３４）で必ず日程をご確認ください。

会派の変更について

　平成18年3月31日
付けで「新政会」及び
「市民の声・仁清会」が
解散し、所属議員 4名
は４月１日付けで「県
政会」に加わることにな
りました。

議 会 中 継
　本会議と予算委員会の審議をインターネット及び
ケーブルテレビでご覧になれます。
　○本会議と予算委員会の審議を中継します。
　（生中継は、本会議・予算委員会開始直前から終
了まで、休憩中を除き議場の様子をそのまま中継し
ます。）
（インターネット）
高知県議会ホームページの「議会中継」からご覧い
ただけます。

ホームページアドレス：http://www.pref.kochi.jp/̃gikai/
＊中継をご覧になるためには、Windows Media Player
（Ver9 以上）が必要です。
（ケーブルテレビ局）
　高知ケーブルテレビ　　：１９ＣＨ
　西南地域ネットワーク　：１ＣＨ
　よさこいケーブルネット：９ＣＨ
　香南ケーブルテレビ　　：３ＣＨ
＊なお詳細についてはご加入のケーブルテレビ
局に確認して下さい。
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平成１８年（２００６年）　５月２８日（日）こうち県議会だより

質問者（質問順）

樋口　秀洋
谷本　敏明
植田壮一郎
浜田　嘉彦
黒岩　正好
浜田　英宏

上田　周五
佐竹　紀夫
武石　利彦
田頭文吾郎
依光　　夫
高野光二郎
西森　潮三

第２日（３月８日）　第１日（３月７日）2 月定例会
予算委員会の質問から
　２月定例会中の３月７日、８日に予算委員会の質疑・質問が１３人の委員
により行われました。
　予算委員会は、県の予算とその関連事項などについて総合的に審査する
ために、平成８年から、２月定例会、９月定例会に開催されています。

安
芸
道
路
の
調
査
区
間
の

指
定
は
、十
八
年
度
当
初
か

樋口　秀洋
（自由民主党）

� 

安
芸
市
街
地
を
抜
け
る
高

規
格
の
「
安
芸
道
路
」。
昨
年
の

私
の
議
会
質
問
に
、
土
木
部
長

は
最
大
努
力
を
約
束
し
た
。

ル
ー
ト
の
調
査
区
間
の
指
定
は
、

十
八
年
度
当
初
と
み
る
が
、
ど

う
か
。

� 

土
木
部
長　

県
は
、国
に「
安

芸
道
路
」
を
調
査
区
間
の
指
定

候
補
と
し
て
報
告
し
た
い
。
国
か

ら
速
や
か
に
指
定
さ
れ
る
と
考

え
る
。そ
の
時
期
は
、
十
八
年
度

当
初
と
考
え
る
。

� 

安
芸
病
院
は
、
高
齢
化
地
域

で
脳
梗
塞
な
ど
多
発
傾
向
に
あ

り
、
脳
神
経
外
科
医
が
い
な
く

な
れ
ば
、
県
民
の
不
安
は
深
刻

だ
。
県
が
政
策
と
し
て
医
師
確

保
に
取
り
組
め
。

� 

知
事　

県
民
に
と
っ
て
医
師

の
確
保
と
い
う
の
は
重
要
な
テ
ー

マ
だ
。県
全
体
の
医
師
の
確
保
は
、

特
に
大
学
と
の
連
携
を
深
め
、ま

た
、
医
師
の
偏
在
が
起
き
、
地
方

で
医
師
の
確
保
が
非
常
に
難
し

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
を
、

国
に
も
強
く
訴
え
る
。

� 

重
油
高
騰
の
対
処
を
聞
く
。

ま
た
、
ピ
ー
マ
ン
、
ナ
ス
の
天
敵

栽
培
で
有
効
な
登
録
農
薬
が
な

く
、ハ
ウ
ス
農
家
は
困
っ
て
い
る
。

対
処
を
急
ぐ
べ
き
だ
。さ
ら
に
Ｊ

Ａ
土
佐
あ
き
の
ナ
ス
の
系
統
出

荷
率
は
回
復
し
た
の
か
。

� 

農
林
水
産
部
長　

低
温
に
強

い
品
種
の
育
成
や
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
等
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
検
討
を
進
め
る
。

県
で
は
、
シ
ル
バ
ー
リ
ー
フ
コ
ナ
ジ

ラ
ミ
を
対
象
に
、登
録
・
拡
大
薬

剤
の
実
施
と
併
せ
て
、
有
望
土
着

天
敵
の
活
用
に
向
け
、民
間
企
業

や
高
知
大
学
と
共
同
で
研
究
中

だ
。系
統
出
荷
率
は
、
価
格
安
定

制
度
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
は
ク
リ

ア
し
て
い
る
が
、
予
断
を
許
さ
な

い
。

問答問答問答

エ
ム・
セ
テ
ッ
ク
社
の
事
業
拡

大
構
想
へ
県
の
取
り
組
み
は

谷本　敏明
（日本共産党と緑心会）

� 

エ
ム
・
セ
テ
ッ
ク
社
の
事
業

拡
大
構
想
が
実
現
可
能
な
計
画

と
な
っ
た
場
合
の
県
の
取
り
組

み
を
聞
く
。

� 

知
事　

今
後
構
想
が
具
体

化
を
す
れ
ば
、
ま
た
、
実
現
可
能

性
が
見
え
て
く
れ
ば
、
県
と
し
て

積
極
的
な
支
援
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

� 

漁
業
者
の
行
政
不
信
に
つ
な

が
る
お
そ
れ
も
あ
る
の
で
、
海

産
稚
ア
ユ
特
別
採
捕
許
可
は
、判

断
を
誤
ら
な
い
よ
う
な
形
で
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

� 

海
洋
局
長　

こ
と
し
の
海
産

稚
ア
ユ
の
特
別
採
捕
に
つ
い
て
は
、

結
果
的
に
関
係
す
る
採
捕
者
に

誤
解
を
与
え
た
。今
後
は
こ
れ
を

教
訓
と
し
て
、こ
れ
ま
で
以
上
に
、

早
め
に
情
報
を
発
信
す
る
と
と

も
に
、関
係
者
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
、円
滑
に
対
応
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。
ア
ユ
資
源
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
全
県
的
に
も

そ
の
機
運
が
盛
り
上
が
り
つ
つ
あ

る
の
で
、
そ
う
し
た
動
き
に
水
を

差
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
今
後
留

意
し
て
い
き
た
い
。

� 

園
芸
用
横
型
の
形
式
ボ
イ

ラ
ー
に
よ
る
半
自
動
型
と
し
て

山
林
原
木
を
直
接
ボ
イ
ラ
ー
に

投
入
す
る
方
式
に
よ
り
、
大
き

く
低
コ
ス
ト
化
の
実
現
の
可
能

性
が
あ
る
と
見
て
い
る
。
新
し

い
シ
ス
テ
ム
開
発
へ
の
取
り
組

み
を
聞
く
。

� 

産
業
技
術
担
当
理
事　

現

在
開
発
中
の
ボ
イ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

を
十
九
年
度
に
普
及
に
移
せ
る

よ
う
実
用
化
を
急
い
で
い
る
。
そ

の
後
、施
設
園
芸
農
家
に
普
及
を

行
い
な
が
ら
、
農
家
の
生
の
声
を

反
映
し
、
提
案
の
あ
っ
た
話
も
含

め
て
、現
場
の
実
態
に
合
っ
た
、使

い
や
す
く
て
効
率
性
の
高
い
ボ
イ

ラ
ー
開
発
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問答問答問答

安
芸
保
健
医
療
圏
で
、が
ん

と
心
疾
患
の
死
亡
率
が
顕
著

な
原
因
と
そ
の
対
策
は

植田壮一郎
（新２１県政会）

� 

安
芸
保
健
医
療
圏
で
、
が
ん

と
心
疾
患
の
死
亡
率
が
顕
著
な

原
因
と
そ
の
対
策
を
聞
く
。

� 

健
康
福
祉
部
長　

肝
臓
が
ん

の
発
生
に
関
与
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
Ｃ
型
肝
炎
感
染
者
の

割
合
が
高
い
こ
と
、
虚
血
性
心
疾

患
の
要
因
と
さ
れ
て
い
る
肥
満
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

原
因
の
一
つ
と
推
測
し
て
い
る
。

肝
臓
が
ん
に
つ
い
て
は
、
感
染
を

早
期
に
発
見
す
る
よ
う
検
査
を

実
施
し
て
お
り
、心
疾
患
対
策
と

し
て
は
、
保
健
師
に
よ
る
個
別
の

保
健
指
導
、
糖
尿
病
教
室
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

� 

室
戸
の
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
施

設
を
県
民
の
健
康
づ
く
り
拠
点

と
し
て
環
境
整
備
し
、
全
国
か

ら
取
り
組
み
を
学
び
に
来
る
よ

う
な
健
康
づ
く
り
シ
ス
テ
ム
を

創
設
す
べ
き
だ
。

� 

知
事　

健
康
づ
く
り
の
活
動

が
行
わ
れ
、
効
果
が
上
が
れ
ば
、

大
変
意
味
が
あ
る
の
で
、室
戸
市

と
の
協
議
、
連
携
は
も
ち
ろ
ん
、

福
祉
保
健
所
な
ど
も
通
じ
て
応

援
も
す
る
。ま
た
、
健
康
づ
く
り

に
つ
な
が
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
メ

ニュ
ー
が
出
て
く
れ
ば
、県
内
、県

外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

� 

全
国
に
先
駆
け
て
統
合
医

療
の
推
進
を
宣
言
し
て
、
専
門

医
の
招
致
な
ど
人
材
の
確
保
や

育
成
へ
の
取
り
組
み
を
初
め
、
各

種
の
代
替
・
相
補
・
伝
統
医
療
を

取
り
入
れ
た
新
た
な
健
康
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て

は
ど
う
か
。

� 

知
事　

立
証
効
果
が
出
て
く

れ
ば
、
県
も
知
恵
を
絞
っ
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
健
康
づ
く
り
の
面

で
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
、
モ

デ
ル
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
た

だ
き
、そ
の
相
乗
効
果
を
県
も
一

緒
に
な
っ
て
高
め
て
い
き
た
い
。

問答問答問答

三
位
一
体
改
革
へ
の
知
事
の

取
り
組
み
を
聞
く

浜田　嘉彦
（県民クラブ）

� 

三
位
一
体
改
革
に
つ
い
て
は
、

出
て
行
く
も
の
を
ど
う
工
夫
す

る
か
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
、
も

う
や
っ
て
い
け
な
い
。
国
の
歳
入

問
題
に
つ
い
て
も
、
地
方
交
付
税

の
交
付
の
仕
組
み
に
つ
い
て
も
、

国
に
も
の
を
言
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
知
事
と
し
て
、
そ
う
い

う
問
題
に
取
り
組
む
考
え
は
。

� 

知
事　

法
人
事
業
税
と
消
費

税
と
を
入
れ
か
え
、
消
費
税
を
全

面
地
方
税
に
す
る
こ
と
は
、ま
さ
に

国
と
地
方
と
の
仕
組
み
を
変
え
て

い
く
と
い
う
議
論
の
中
で
出
て
く
る

も
の
だ
。ま
た
、
今
後
景
気
の
上
昇

と
と
も
に
、
交
付
税
の
不
交
付
団

体
も
ふ
え
て
く
る
と
思
う
が
、
一

方
で
、
社
会
関
係
費
な
ど
の
増
大

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
が
必

要
な
財
源
も
ふ
え
て
く
る
。だ
か
ら
、

持
て
る
も
の
、
持
て
な
い
も
の
の
議

論
は
、
ま
さ
に
地
方
公
共
団
体
の

中
で
の
議
論
と
思
う
。
交
付
税
の

配
分
の
あ
り
方
の
議
論
の
中
で
、

県
と
し
て
の
主
張
は
国
に
言
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

� 

補
助
金
を
使
っ
て
い
る
間
伐

事
業
で
は
、面
積
で
は
な
く
本
数

で
契
約
す
る
方
法
に
改
め
る
べ

き
だ
。

� 

森
林
局
長　

さ
ま
ざ
ま
な
林

業
事
業
体
や
森
林
所
有
者
が
か

か
わ
っ
て
い
る
補
助
事
業
で
は
、一

律
に
、ま
た
、早
急
に
導
入
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
確
実
な
間
伐
を

進
め
る
た
め
の
一
つ
の
有
効
な
方

法
と
考
え
る
の
で
、や
り
方
に
つ
い

て
も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

� 

江
の
口
川
南
岸
の
堤
防
の
補

強
工
事
を
す
べ
き
だ
。

� 

土
木
部
長　

現
在
進
め
て
い

る
国
分
川
、舟
入
川
の
耐
震
化
事

業
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
、
江

の
口
川
の
内
部
の
堤
防
の
補
強
に

つ
い
て
の
調
査
も
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問答問答問答

も
の
づ
く
り
の
現
場
に
お
け

る
人
材
育
成
に
つ
い
て
聞
く

黒岩　正好
（公明党）

� 

高
知
工
業
高
等
専
門
学
校
の

技
術
人
材
の
育
成
事
業
に
つ
い

て
、
国
の
事
業
終
了
後
の
県
の
取

り
組
み
を
聞
く
。

� 

商
工
労
働
部
長　

今
回
の
取

り
組
み
の
実
施
に
当
たっ
て
は
、
企

業
訪
問
に
よ
る
ニ
ー
ズ
調
査
や
カ
リ

キ
ュラ
ム
の
作
成
を
行
っ
て
き
た
。実

証
講
義
が
終
了
す
る
十
九
年
度

以
降
、
こ
う
し
た
人
材
育
成
に
関

す
る
取
り
組
み
が
高
知
工
業
高

等
専
門
学
校
の
正
式
な
講
座
と
し

て
定
着
で
き
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け

の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

� 

開
学
十
年
目
が
ス
タ
ー
ト
す

る
高
知
工
科
大
学
の
売
り
を
ど

う
い
う
視
点
で
全
国
へ
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
の
か
。

� 

知
事　

売
り
は
教
職
員
と
学

生
の
距
離
の
近
さ
、
面
倒
見
の
よ

さ
。
学
生
の
力
を
伸
ば
し
、
就
職

に
対
す
る
意
識
を
持
た
せ
、
企
業

と
つ
な
ぐ
努
力
を
積
み
重
ね
た
結

果
、
九
十
八
％
の
就
職
率
と
な
っ

た
。ま
た
、偏
差
値
に
こ
だ
わ
ら
ず

に
、
社
会
が
求
め
る
人
材
に
育
て

る
と
い
う
点
で
は
、
す
ぐ
れ
た
教

育
実
績
を
上
げ
て
い
る
。
企
業
や

専
門
家
の
高
い
評
価
が
、
受
験
者

に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
偏
差
値
や
国

公
立
大
学
偏
重
と
い
う
意
識
に

大
き
な
課
題
が
あ
る
の
で
、
そ
れ

ば
か
り
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

� 

認
定
農
業
者
の
再
認
定
の
今

後
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

� 

農
林
水
産
部
長　

高
齢
化
や

農
産
物
価
格
の
低
迷
に
よ
る
所

得
の
伸
び
悩
み
、
認
定
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
活
動
の
不
十
分
さ
な

ど
か
ら
低
い
再
認
定
率
と
な
っ
た
。

今
後
は
担
い
手
育
成
総
合
支
援

協
議
会
の
活
動
を
通
じ
、認
定
農

業
者
へ
の
情
報
提
供
や
経
営
面
で

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
、
再
認
定
率
の
向
上

に
全
力
で
取
り
組
む
。

問答問答問答

県
立
北
川
青
少
年
の
家
の

再
利
用
に
つ
い
て
聞
く

浜田　英宏
（県政会）

� 

昨
年
末
閉
所
し
た
北
川
青
少

年
の
家
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
力

に
よ
る
再
利
用
提
案
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
施
設
利
用
策
と
し
て

国
の
理
解
も
得
ら
れ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

� 

教
育
長　

地
域
の
皆
さ
ん
と

の
協
働
は
、
県
の
こ
れ
か
ら
の
仕
事

の
進
め
方
の
テ
ー
マ
で
も
あ
り
、
非

常
に
魅
力
的
な
提
案
だ
。
ぜ
ひ
計

画
の
熟
度
を
高
め
て
、
文
部
科
学

省
と
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

� 

低
利
融
資
制
度
の
拡
充
を
す

べ
き
だ
。国
の
信
用
保
証
料
の
率
の

見
直
し
で
は
、
苦
し
い
企
業
は
逆
に

率
が
ア
ッ
プ
す
る
。
せ
め
て
県
の
制

度
融
資
は
、率
を
抑
え
る
べ
き
だ
。

� 

商
工
労
働
部
長　

国
の
信
用

保
証
料
の
料
率
の
見
直
し
で
、
一

律
一
、三
五 
％
が
、 企
業
の
経
営

内
容
に 
よ
り 
〇
、五 
か
ら
二
、二 
％

の 
九
つ
の
料
率
に
変
更
さ
れ
る
。こ

の
た
め
、県
制
度
利
用
者
の
保
証

料
の
料
率
は
〇
、三
か
ら
一
、二
七

の
九
つ
の
段
階
と
な
る
。
利
用
者
の

負
担
軽
減
策
と
し
て
、
金
融
機
関

の
協
力
で
、一
部
の
メ
ニュ
ー
で
商
工

会
、商
工
会
議
所
の
会
員
企
業
を

対
象
と
し
た
金
利
軽
減
な
ど
を
導

入
す
る
。

� 

原
油
の
高
騰
が
農
業
者
や
漁

業
者
の
経
営
を
直
撃
し
、被
覆
資

材
ま
で
高
騰
し
て
い
る
。
経
営
不

振
に
あ
え
ぐ
農
業
者
の
救
済
に
つ

い
て
、
ど
ん
な
対
策
を
講
じ
て
い

く
の
か
。

� 

農
林
水
産
部
長　

県
段
階
に

地
域
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
、

地
域
段
階
に
は
農
協
と
農
業
振

興
セ
ン
タ
ー
で
構
成
す
る
支
援

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
支
援
農
家

選
定
の
考
え
方
や
個
人
情
報
保

護
の
あ
り
方
、
診
断
か
ら
実
行
ま

で
の
手
順
な
ど
を
マニュア
ル
化
し
、

個
々
の
農
家
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
営

課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
総
合

的
に
支
援
し
て
い
く
。

問答問答問答



� 7�

こうち県議会だより平成１８年（２００６年）　５月２８日（日）

国
の
特
別
雇
用
対
策
の
活
用

な
ど
を
通
じ
た
雇
用
効
果
の

出
る
実
効
あ
る
取
り
組
み
を佐竹　紀夫

（新政会）

� 

国
の
特
別
雇
用
対
策
に
お

け
る
地
域
雇
用
戦
略
会
議
の
運

営
方
針
は
。

� 

知
事　

地
域
雇
用
戦
略
会

議
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
国
へ
の

政
策
提
案
に
関
し
て
は
、高
知
県

の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
事
業

提
案
を
国
に
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、国
の
特
別
雇
用
対
策
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
実
施
主
体
の
市
町

村
長
に
働
き
か
け
や
計
画
策
定

の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

� 

予
算
編
成
の
ス
タ
ン
ス
と
公

共
事
業
予
算
の
確
保
に
つ
い
て

聞
く
。

� 

知
事　

財
政
が
厳
し
い
時
代

な
の
で
、
投
資
効
果
の
高
い
も
の

に
絞
る
こ
と
を
基
本
に
し
て
、
そ

の
中
で
一
層
の
コ
ス
ト
削
減
を

図
っ
た
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
よ
う
な
外

部
資
金
の
導
入
を
図
る
な
ど
工

夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、公
共
事
業

費
の
総
額
の
確
保
に
努
め
て
い
き

た
い
。

� 

森
林
の
公
益
的
機
能
維
持

は
公
的
資
金
の
投
入
が
主
軸
で

あ
る
べ
き
で
、
緊
急
間
伐
総
合

支
援
事
業
費
補
助
金
の
堅
持
、

森
林
環
境
税
の
継
続
と
県
民
に

わ
か
り
や
す
い
活
用
を
強
く
望

む
が
、
間
伐
推
進
本
部
長
と
し

て
の
所
見
を
聞
く
。

� 

副
知
事　

間
伐
の
重
要
性
は

十
分
認
識
し
て
お
り
、
今
後
の
目

標
、
五
年
間
で
七
万
五
千
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
確
保
に
取
り
組
み
、
緊

急
間
伐
総
合
支
援
事
業
予
算
の

十
分
な
確
保
に
も
努
め
る
。森
林

環
境
税
は
、
五
年
間
と
い
う
こ
と

で
始
ま
っ
て
い
る
が
、
二
十
年
度

以
降
、こ
れ
ま
で
の
成
果
を
検
証

し
、
県
民
の
意
見
も
お
聞
き
し
な

が
ら
、
税
の
延
長
や
使
途
に
つ
い

て
も
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問答問答問答

公
社
保
有
地
の
差
損
処
理
を
す

る
職
員
の
気
持
ち
を
考
え
よ武石　利彦

（自由民主党）

� 

県
土
地
開
発
公
社
の
塩
漬
け

土
地
の
差
損
の
県
負
担
に
つ
い

て
は
、差
損
処
理
を
違
法
と
す
る

判
例
も
あ
る
中
で
、処
理
を
す
る

職
員
の
気
持
ち
を
ど
う
受
け
止

め
る
か
。

� 

知
事　

ど
う
す
れ
ば
問
題
が

な
い
か
と
い
う
最
善
の
方
法
を
慎

重
に
検
討
し
、
処
理
に
当
た
る
職

員
が
萎
縮
し
た
り
、
問
題
点
を
感

じ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。

� 

塩
漬
け
土
地
の
差
損
処
理
で

賠
償
責
任
が
問
わ
れ
た
場
合
、

み
ず
か
ら
の
責
任
を
と
る
覚
悟

が
あ
る
か
。

� 

副
知
事　

公
社
の
廃
止
時
に

は
、
法
的
な
手
続
に
の
っ
と
っ
た
形

で
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
賠
償
責
任
が
誰
に
も
発

生
し
な
い
よ
う
な
形
で
、
き
ち
ん

と
し
た
形
で
進
め
て
い
く
べ
き
だ

し
、
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

� 

管
理
代
行
制
度
を
活
用
し
て

県
営
住
宅
を
住
宅
供
給
公
社
が

管
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

制
度
を
国
が
打
ち
出
し
た
理
由

は
、
住
宅
供
給
か
ら
住
宅
管
理

と
い
う
時
代
の
変
遷
、公
社
が
や

る
こ
と
に
よ
る
公
益
性
等
の
保

持
に
あ
り
、
こ
の
業
務
に
携
わ
る

県
職
員
の
数
も
減
ら
せ
、新
た
な

雇
用
も
生
ま
れ
る
以
上
、公
社
は

廃
止
せ
ず
に
存
続
す
べ
き
だ
。

� 

知
事　

住
宅
が
不
足
す
る
地

域
に
お
け
る
住
宅
・
宅
地
の
供
給

と
い
う
公
社
の
本
来
の
業
務
が
な

く
な
る
と
い
う
こ
と
は
十
分
着
目

す
べ
き
だ
。そ
う
し
た
中
で
、
指
定

管
理
の
制
度
と
代
行
の
制
度
と
、

例
え
ば
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
と
き
に
、ま
た
、県

の
組
織
の
ス
リ
ム
化
と
い
う
と
き

に
、ど
ち
ら
が
利
点
が
あ
る
か
、そ

れ
が
ま
た
将
来
的
に
ど
う
か
と
い

う
こ
と
を
十
分
考
え
て
み
た
い
。

問答問答問答

県
警
捜
査
費
問
題
、真
実
を

明
ら
か
に

田頭文吾郎
（日本共産党と緑心会）

� 

県
警
は
特
別
監
査
に
誠
実

に
対
応
し
た
と
思
う
か
。

� 

代
表
監
査
委
員　

再
三
に
わ

た
り
、
県
警
本
部
長
に
対
し
て
、

支
払
い
証
拠
書
類
の
全
面
開
示

を
強
く
求
め
た
が
、最
後
ま
で
多

く
の
非
開
示
部
分
が
残
さ
れ
た
。

捜
査
協
力
者
等
の
調
査
に
つ
い
て

も
、直
接
支
払
い
事
実
を
確
認
で

き
る
よ
う
要
請
し
た
が
、結
局
す

べ
て
了
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

守
秘
義
務
が
あ
る
監
査
委
員
に

す
ら
事
実
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ

た
県
警
本
部
の
こ
う
し
た
対
応

は
、極
め
て
遺
憾
だ
。

� 

監
査
結
果
報
告
書
に
、
捜
査

員
か
ら
実
態
の
な
い
会
計
処
理

が
な
さ
れ
て
い
た
と
の
陳
述
が

あ
り
、
こ
の
内
容
は
、
他
道
県
の

不
正
経
理
と
共
通
す
る
も
の
が

多
い
と
指
摘
を
し
て
い
る
が
、こ

れ
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

� 

代
表
監
査
委
員　

に
せ
領
収

書
を
作
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た

と
か
、
白
地
の
領
収
書
を
も
ら
っ

て
き
た
等
の
陳
述
が
捜
査
員
か

ら
あ
っ
た
。こ
れ
ら
の
内
容
は
、北

海
道
や
愛
媛
県
の
特
別
監
査
結

果
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

手
法
と
共
通
し
て
い
る
。

� 

警
察
は
、
上
層
部
の
指
示
は

絶
対
的
だ
か
ら
、
幹
部
が
部
下

に
や
ら
せ
た
不
正
に
つ
い
て
、幹

部
が
調
べ
て
も
、
捜
査
員
が
真

実
を
述
べ
る
は
ず
が
な
い
。
黒

塗
り
を
外
し
て
、
第
三
者
機
関

の
監
査
委
員
に
監
査
を
依
頼
す

べ
き
だ
。

� 

警
察
本
部
長　

調
査
で
は
、

捜
査
員
が
真
実
を
話
せ
る
雰
囲

気
を
確
保
し
つ
つ
行
う
。
仮
に
真

実
を
述
べ
た
こ
と
で
、
不
利
益
な

取
り
扱
い
を
す
る
つ
も
り
は
毛

頭
な
い
。
県
警
察
と
し
て
は
、
内

部
で
厳
正
か
つ
適
正
な
調
査
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
実
関
係

を
明
確
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答問答問答

県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の

改
築
を

依光　　　夫
（自由民主党）

� 

県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
本

館
、
宿
泊
棟
の
改
築
あ
る
い
は

耐
震
化
に
よ
る
抜
本
的
な
修
繕

を
す
べ
き
だ
。

� 

教
育
長　

建
物
が
昭
和
四

十
二
年
建
築
で
古
い
こ
と
か
ら
、

改
築
を
視
野
に
入
れ
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。現
段
階
で
は
大

変
厳
し
い
財
政
事
情
も
あ
り
、計

画
策
定
に
は
至
っ
て
な
い
。
開
設

当
時
と
比
べ
て
、
周
辺
の
宅
地
化

も
進
行
し
て
お
り
、野
外
体
験
施

設
と
し
て
の
あ
り
方
を
再
検
討

す
べ
き
時
期
と
考
え
て
い
る
。
こ

う
し
た
状
況
の
変
化
も
踏
ま
え

て
、
施
設
の
性
格
づ
け
を
十
分
に

検
討
し
た
上
で
、
整
備
の
方
向
性

に
つ
い
て
検
討
を
早
急
に
進
め
た

い
。

� 

地
域
支
援
企
画
員
も
全
県

的
に
配
備
さ
れ
、
県
と
県
民
を

結
ぶ
工
夫
も
あ
る
の
で
、
特
別

職
秘
書
を
見
直
す
べ
き
だ
。

� 

知
事　

県
の
職
員
は
、
職
掌

分
担
を
持
っ
て
、
そ
の
範
囲
で
仕

事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
う
し
た
縦
割
り
の
仕
事
を
持

た
ず
に
、
幅
広
い
視
野
と
行
動
力

で
県
民
と
県
庁
を
つ
な
ぐ
こ
と

は
、
県
政
の
中
で
、
大
変
必
要
な

こ
と
だ
。

� 

組
織
改
編
は
、
長
期
展
望
の

上
に
立
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
も

の
だ
。所
見
を
聞
く
。

� 

知
事　

十
九
年
度
に
予
定
し

て
い
る
大
幅
な
組
織
改
編
は
、
十

九
年
度
末
の
大
量
退
職
や
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
に
よ
る
組
織
の
ス
リ
ム

化
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
新
し
く

で
き
る
課
室
な
ど
の
組
織
、
そ
れ

が
何
を
目
的
に
し
て
い
る
か
、
ど

う
い
う
使
命
を
持
っ
て
い
る
か
と
い

う
こ
と
が
、
そ
こ
に
配
属
さ
れ
る

職
員
に
も
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
も

わ
か
り
や
す
い
よ
う
な
形
で
、
そ

し
て
実
行
力
の
持
て
る
組
織
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答問答問答

道
州
制
に
つ
い
て
の
所
見
を

聞
く

高野光二郎
（新２１県政会）

� 

道
州
制
導
入
は
、
住
民
に
と

り
メ
リ
ッ
ト
の
可
能
性
は
十
分

に
あ
る
と
思
う
が
、
積
極
的
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
考
え

は
あ
る
か
。

� 

知
事　

本
当
の
意
味
で
国
の

権
限
を
地
方
に
移
し
て
い
く
受

け
皿
と
し
て
道
州
を
考
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
賛
成
だ
。地
方
分
権

を
基
本
に
し
た
本
質
的
な
道
州

制
の
議
論
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
そ
れ
が
進
む
よ
う

と
い
う
意
味
で
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

� 

本
県
の
食
品
産
業
は
、
四
国

で
唯
一
の
赤
字
だ
が
、
食
品
産

業
に
対
す
る
位
置
づ
け
や
重
要

性
、政
策
を
聞
く
。

� 

知
事　

食
品
産
業
は
高
知

県
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
産
業

だ
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
食
品
産

業
を
伸
ば
し
て
い
く
た
め
に
は
、

価
格
競
争
に
す
ぐ
に
陥
ら
な
い

よ
う
な
分
野
で
付
加
価
値
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。
産
官

学
な
ど
の
連
携
と
い
う
場
合
に

も
、こ
の
よ
う
な
視
点
が
必
要
だ
。

� 

本
部
長
自
身
が
捜
査
員
の

真
実
の
証
言
を
得
る
た
め
に
、

守
秘
を
徹
底
し
、
個
人
に
不
利

益
に
な
ら
ぬ
よ
う
保
障
を
宣
言

し
、
対
面
聴
取
を
す
る
、
あ
る
い

は
本
部
長
直
通
の
証
言
窓
口
を

設
け
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
ど

う
か
。

� 

警
察
本
部
長　

真
実
を
述
べ

た
者
に
対
し
て
、
そ
の
こ
と
自
体

を
も
っ
て
不
利
益
な
取
り
扱
い
は

し
な
い
。
今
後
の
調
査
に
当
た
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
配
慮
が
で
き
る

か
に
つ
い
て
は
、
聞
き
取
り
調
査

の
保
秘
を
徹
底
す
る
方
策
や
私

自
身
の
聞
き
取
り
調
査
へ
の
関

与
の
仕
方
も
含
め
、今
後
検
討
し

て
い
く
が
、
議
員
の
提
案
も
参
考

に
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問答問答問答

仁
淀
高
校
の
佐
川
高
校
へ
の

統
合
は
再
考
せ
よ

西森　潮三
（自由民主党）

� 

県
内
で
九
十
八
戸
の
教
員
住

宅
が
空
い
て
い
る
一
方
で
、
十
億

円
近
い
通
勤
手
当
が
出
て
い
る
。

こ
う
い
う
実
態
で
県
立
高
校
を

統
廃
合
す
る
こ
と
は
、行
政
が
過

疎
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な

る
。最
大
限
、
努
力
し
て
結
論
を

出
す
べ
き
だ
。

� 

教
育
長　

居
住
地
を
強
制

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
お
願
い

は
機
会
あ
る
ご
と
に
し
て
き
た
。

望
ま
し
い
教
育
環
境
を
維
持
す

る
こ
と
が
大
変
難
し
い
と
い
う
危

ぐ
は
持
っ
て
い
る
が
、
御
指
摘
も

踏
ま
え
、関
係
者
の
意
見
も
十
分

聞
き
、十
八
年
九
月
の
実
施
計
画

の
決
定
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

� 
「
華
フ
ェ
ス
タ
」
の
二
十
年
度

開
催
は
、花
と
緑
で
高
知
県
を
活

性
化
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
私

が
提
起
し
た
。「
華
フ
ェ
ス
タ
」
の

取
り
組
み
、考
え
、方
向
を
聞
く
。

� 

知
事　

花
だ
け
で
は
な
く
、

食
や
祭
り
な
ど
高
知
県
の
誇
る
べ

き
、
売
る
べ
き
も
の
を
あ
わ
せ
て

売
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、県
内
で
行

わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
、
行
事
、
地

域
活
動
の
中
で
、「
華
フ
ェス
タ
」と

い
う
名
前
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を

選
び
出
し
、
そ
れ
を
一
年
を
通
じ

て
一
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
運
営
し
て

い
く
こ
と
を
思
っ
て
い
る
。

� 

公
共
事
業
予
算
を
最
大
限

に
地
元
経
済
に
生
か
す
た
め
に

は
、
土
佐
二
十
四
万
石
博
の
工

事
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
配
慮
し
て
も
ら

い
、
県
内
業
者
に
発
注
す
べ
き

だ
。

� 

商
工
労
働
部
長　

地
元
企

業
を
使
う
よ
う
要
請
し
た
が
、
建

築
工
事
以
外
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

大
河
ド
ラ
マ
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

関
連
会
社
が
構
成
、
著
作
権
処

理
を
担
当
し
、ま
た
、ド
ラ
マ
撮
影

を
し
、小
道
具
、資
料
を
持
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
一
括
発
注
を
さ
れ

た
も
の
だ
。

問答問答問答

天
神
ヶ
谷
川
災
害
復
旧
事
業

の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
は上田　周五

（市民の声・仁清会）

� 

天
神
ヶ
谷
川
河
川
災
害
復
旧

助
成
事
業
の
現
在
の
進
捗
状
況

を
聞
く
。こ
の
事
業
は
、県
営
住
宅

の
宇
治
団
地
付
近
ま
で
上
流
部

を
改
修
し
な
い
と
、
国
道
水
害
対

策
、
抜
本
的
な
治
水
対
策
に
は
な

ら
な
い
。今
後
の
見
通
し
を
聞
く
。

� 

土
木
部
長　

整
備
率
は
九
十

四
％
で
、
平
成
十
八
年
度
中
に
は

全
体
の
事
業
を
概
成
す
る
予
定

だ
。上
流
部
で
は
、国
直
轄
の
高
知

西
バ
イ
パ
ス
の
事
業
が
進
ん
で
い
る
。

上
流
部
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
こ
の

事
業
と
の
一
体
的
な
整
備
が
不

可
欠
な
の
で
、
進
捗
状
況
を
見
な

が
ら
バ
イ
パ
ス
が
影
響
す
る
区
間

は
、
下
流
と
同
じ
断
面
で
同
時
期

に
施
行
し
た
い
。

� 

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
、

中
山
間
地
域
の
岩
石
崩
落
へ
の

対
策
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
事
業

を
推
進
す
る
の
か
。

� 

土
木
部
長　

急
傾
斜
地
対

策
と
し
て
は
、
避
難
路
、
避
難
場

所
、
災
害
発
生
箇
所
な
ど
へ
の
対

応
を
優
先
的
に
推
進
す
る
。ま
た
、

危
険
箇
所
の
周
知
や
情
報
伝
達

な
ど
を
通
じ
て
、
市
町
村
の
警
戒

避
難
体
制
整
備
を
支
援
す
る
。

岩
石
崩
落
対
策
と
し
て
は
、
県
が

土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
指
定
す

る
と
、
関
係
市
町
村
は
ハ
ザ
ー
ド

マッ
プ
の
作
成
・
配
布
が
必
要
と
な

る
の
で
、そ
の
作
成
に
当
た
り
、過

去
の
異
常
現
象
な
ど
地
域
特
有

の
情
報
も
盛
り
込
む
。

� 

河
川
台
帳
が
未
整
備
で
は
、

交
付
税
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、土
木
部
の
総
力
を
挙
げ
て
整

備
す
べ
き
だ
。

� 

土
木
部
長　

河
川
台
帳
の
早

期
の
整
備
が
必
要
な
こ
と
は
御
指

摘
の
と
お
り
だ
。
た
だ
、
未
整
備

区
間
が
大
変
多
い
の
で
、
総
務
部

と
調
整
を
行
い
、
で
き
る
限
り
事

業
の
前
倒
し
を
図
っ
て
、
そ
の
効

果
を
発
現
し
て
い
き
た
い
。

問答問答問答
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こうち県議会だより

＊この広報紙は再生紙を使用しています。

平成１８年（２００６年）　５月２８日（日）

●可決された議案（１０６議案）　※同意・承認を含む

知事提出議案（９６議案）

�予算議案（３３議案）
「平成１８年度高知県一般会計予算」（一部訂正承認）
「平成１８年度高知県給与等集中管理特別会計予算」
「平成１８年度高知県旅費集中管理特別会計予算」
「平成１８年度高知県用品等調達特別会計予算」
「平成１８年度高知県土地取得事業特別会計予算」
「平成１８年度高知県災害救助基金特別会計予算」
「平成１８年度高知県母子寡婦福祉資金特別会計予算」
「平成１８年度高知県中小企業近代化資金助成事業特別会計
予算」
「平成１８年度高知県流通団地及び工業団地造成事業特別会
計予算」
「平成１８年度高知県農業改良資金助成事業特別会計予算」
「平成１８年度高知県県営林事業特別会計予算」
「平成１８年度高知県林業・木材産業改善資金助成事業特別会
計予算」
「平成１８年度高知県沿岸漁業改善資金助成事業特別会計予
算」
「平成１８年度高知県流域下水道事業特別会計予算」
「平成１８年度高知県港湾整備事業特別会計予算」
「平成１８年度高知県高等学校等奨学金特別会計予算」
「平成１８年度高知県電気事業会計予算」
「平成１８年度高知県工業用水道事業会計予算」
「平成１８年度高知県病院事業会計予算」
「平成１７年度高知県一般会計補正予算」
「平成１７年度高知県土地取得事業特別会計補正予算」
「平成１７年度高知県災害救助基金特別会計補正予算」
「平成１７年度高知県母子寡婦福祉資金特別会計補正予算」
「平成１７年度高知県中小企業近代化資金助成事業特別会計
補正予算」
「平成１７年度高知県流通団地及び工業団地造成事業特別会
計補正予算」
「平成１７年度高知県農業改良資金助成事業特別会計補正予
算」
「平成１７年度高知県県営林事業特別会計補正予算」
「平成１７年度高知県林業・木材産業改善資金助成事業特別会
計補正予算」
「平成１７年度高知県沿岸漁業改善資金助成事業特別会計補
正予算」
「平成１７年度高知県流域下水道事業特別会計補正予算」
「平成１７年度高知県港湾整備事業特別会計補正予算」
「平成１７年度高知県高等学校等奨学金特別会計補正予算」
「平成１７年度高知県病院事業会計補正予算」

�条例議案（２８議案）
「高知県介護保険法関係手数料徴収条例議案」
「高知県障害者介護給付費等不服審査会条例議案」
「高知県放置違反金の延滞金徴収条例議案」
「地方自治法第２０３条に規定する者の報酬、期末手当、費用弁
償等に関する条例等の一部を改正する条例議案」
「職員の給与に関する条例の一部を改正する条例議案」
「外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に関
する条例の一部を改正する条例議案」
「高知県特別会計設置条例の一部を改正する条例議案」
「職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例議案」
「知事、副知事及び出納長の退職手当に関する条例の一部を改
正する条例議案」
「高知県税条例の一部を改正する条例議案」
「高知県高圧ガス保安法関係手数料徴収条例及び高知県液化
石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律関係

手数料徴収条例の一部を改正する条例議案」　　　　　
「結核の診査に関する協議会条例の一部を改正する条例議案」
「高知県立大津寮の設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例議案」
「高知県立身体障害者リハビリテーションセンターの設置及び管
理に関する条例の一部を改正する条例議案」
「高知県立療育福祉センターの設置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例議案」
「高知県動物の愛護及び管理に関する条例の一部を改正する条
例議案」
「高知県立牧野植物園の設置及び管理に関する条例の一部を
改正する等の条例議案」
「高知県四万十川の保全及び流域の振興に関する基本条例の
一部を改正する条例議案」
「高知県手数料徴収条例の一部を改正する条例議案」
「高知県営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する
条例議案」
「高知県立青少年の家の設置及び管理に関する条例の一部を改
正する等の条例議案」
「高知県警察の設置及び定員に関する条例の一部を改正する条
例議案」
「高知県風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律
施行条例の一部を改正する条例議案」
「高知県警察手数料徴収条例の一部を改正する条例議案」
「高知県精神保健福祉審議会の運営に関する条例を廃止する条
例議案」
「高知県立南海学園の設置及び管理に関する条例を廃止する条
例議案」
「高知県立小高坂更生センターの設置及び管理に関する条例を
廃止する条例議案」
「保健所使用料等徴収条例等の一部を改正する条例議案」

�その他議案（３０議案）
「全国自治宝くじ事務協議会規約の一部の変更に関する議案」
「公平委員会の事務の受託に関する議案」
「公平委員会の事務の受託に関する議案」
「公平委員会の事務の受託の廃止に関する議案」
「高知県立池公園の指定管理者の指定に関する議案」
「高知県立ふくし交流プラザの指定管理者の指定に関する議案」
「高知県立大津寮の指定管理者の指定に関する議案」
「高知県立盲ろう福祉会館の指定管理者の指定に関する議案」
「高知県立室戸岬夕陽ケ丘キャンプ場の指定管理者の指定に関
する議案」
「高知県立県民文化ホールの指定管理者の指定に関する議案」
「高知県立歴史民俗資料館の指定管理者の指定に関する議案」
「高知県立坂本龍馬記念館の指定管理者の指定に関する議案」
「高知県立美術館の指定管理者の指定に関する議案」
「高知県立文学館の指定管理者の指定に関する議案」
「高知県立室戸体育館の指定管理者の指定に関する議案」
「高知県立甲浦港海岸緑地公園の指定管理者の指定に関する
議案」
「高知県立埋蔵文化財センターの指定管理者の指定に関する議案」
「権利の放棄に関する議案」
「県有財産（建物等）の譲渡に関する議案」
「県有財産（建物等）の譲渡に関する議案」
「県有財産（建物）の譲渡に関する議案」
「県が行う土地改良事業に対する市町村の負担の一部変更に関
する議案」
「包括外部監査契約の締結に関する議案」
「県道の路線の変更に関する議案」
「高知県立人権啓発センターの指定管理者の指定に関する議案」
「高知県立牧野植物園の指定管理者の指定に関する議案」
「こうち男女共同参画センターの指定管理者の指定に関する議案」

「高知県立森林研修センター研修館の指定管理者の指定に関す
る議案」
「高知県立高知公園駐車場の指定管理者の指定に関する議案」
「高知県立県民体育館及び高知県立武道館の指定管理者の指
定に関する議案」

�人事議案（４議案）
「高知県公安委員会の委員の任命についての同意議案」
「高知県監査委員の選任についての同意議案」
「高知県監査委員の選任についての同意議案」
「高知県人事委員会の委員の選任についての同意議案」

�報告議案（１議案）
「公平委員会の事務の受託の専決処分報告」

議員提出議案（１０議案）

�条例議案（１議案）
「高知県議会の議員の定数並びに議員の選挙区及び各選挙区
において選挙すべき議員の数に関する条例の一部を改正する条
例議案」

�意見書議案（８議案）
「電気用品安全法の猶予期間を延長することを求める意見書議案」
「次期教職員定数改善計画の実施を求める意見書議案」
「郵便集配局の廃止に反対する意見書議案」
「公共サービスの安易な民間開放は行わず、充実を求める意見書
議案」
「年金・健康保険福祉施設の存続を求める意見書議案」
「さらなる総合的な少子化対策を求める意見書議案」
「療養病床再編に伴う受け入れ態勢の整備を求める意見書議案」
「道路財源の確保に関する意見書議案」

�決議議案（１議案）
「捜査費の違法・不当な支出等の解明を求める特別決議議案」

●撤回された議案（１議案）

知事提出議案（１議案）

�その他議案（１議案）
「高知県立森林研修センター情報交流館の指定管理者の指定に
関する議案」

●否決された修正案（１修正案）

�議員提出修正案（１修正案）
「平成１８年度高知県一般会計予算に対する修正案」

●否決された議案（３議案）

議員提出議案（３議案）

�意見書議案（２議案）
「定率減税の全廃をやめ、税制の是正を求める意見書議案」
「国民の安全と安心を脅かす在日米軍基地の強化・恒久化に反
対する意見書議案」

�決議議案（１議案）
「県警捜査費の全面開示と県監査委員による精査を求める決議
議案」

●採択された請願（１件）

「津野町矯正施設誘致に関する請願について」

●不採択とされた請願（１件）

「国からの法定受託事務である道路管理と法に基づいた適切な措
置を求める請願について」

2 月 定 例 会　審 議 の 結 果

黒潮町 
（定数1） 

須崎市 
（定数1） 

高知市 
（定数15） 

香南市 
（定数2） 

土佐市 
（定数2） 

南国市 
（定数2） 

土佐清水市 
（定数1） 

宿毛市・ 
大月町・ 
三原村　 
（定数2） 

四万十市 
（定数2） 

　　　　高岡郡（定数4） 
【四万十町、津野町、中土佐町、 
　佐川町、越知町、梼原町、日高村】 

吾川郡（定数2） 
【いの町・仁淀川町・春野町】 

長岡郡・土佐郡（定数1） 
【本山町、大豊町、土佐町、大川村】 

香美市 
（定数1） 

室戸市・東洋町 
（定数1） 

安芸市・芸西村 
（定数1） 

奈半利町・ 
田野町・ 
安田町・ 
北川村・ 
馬路村 
（定数1） 

県議会議員の定数や選挙区が変わります
　議員定数問題等調査特別委員会は、県議会議員の定数並
びに選挙区及び選挙区別議員定数等について調査検討を行
う機関として、１１名の委員をもって平成１７年２月定例会におい
て設置され、以降１２回にわたり審査を重ねました。そして、平
成１８年２月８日に採決を行い、得られた多数意見を、西岡寅
八郎委員長が３月１７日の県議会２月定例会に報告しました。
これをうけて、同日の本会議で採決をおこなった結果、委員会
報告書のとおり賛成多数で承認され、以下のとおり議員の選挙
区と定数が改正されました。
　１　県議会の議員の定数を３９人とする。（現行定数４１人）
　２　土佐郡選挙区は、隣接する長岡郡選挙区へ合区し、１選

挙区とし定数１人とする。　
　３　須崎市選挙区は、１人削減して定数１人とする。　
　４　高知市選挙区（現行定数１５人）、南国市選挙区（同２

人）、土佐市選挙区（同２人）、高岡郡選挙区（同４人）に
ついては、公選法第１５条第８項の｢ただし書｣の規定を
適用し、現行どおりとする。　

　５　新合併特例法第２１条に規定する都道府県の議会議員
の選挙区に関する特例の適用については、次の一般選
挙において選出された議員で協議を願う。

選挙区及び選挙区別議員定数の見直し結果
（平成 19 年 4 月に予定されている県議会議員選挙から変わります）

議員定数問題等調査特別委員会の審査の経過及び結果


